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　３月１５日、ゆふいんスポーツセンターで　３月１５日、ゆふいんスポーツセンターで
ゆふいんＳＰＡマラソン２０２６が開催されゆふいんＳＰＡマラソン２０２６が開催され
ました。当日は、個人の部、団体の部で多くました。当日は、個人の部、団体の部で多く
のランナーが参加し、会場は大いに盛り上がのランナーが参加し、会場は大いに盛り上が
りました。ゲストランナーとして北京オリンりました。ゲストランナーとして北京オリン
ピック女子日本代表の小林祐梨子さん、湯布ピック女子日本代表の小林祐梨子さん、湯布
院町出身の加藤岬さん、全国屈指の実力を持院町出身の加藤岬さん、全国屈指の実力を持
つ國學院大學が参加し、一般参加者と一緒につ國學院大學が参加し、一般参加者と一緒に
新緑の中を走りました。新緑の中を走りました。

主な内容主な内容
●令和８年第１回由布市議会定例会　施政方針（P２）●令和８年第１回由布市議会定例会　施政方針（P２）
●令和８年度由布市の教育方針（P４・５）●令和８年度由布市の教育方針（P４・５）
●令和８年度由布市の予算をお知らせします（P８・９）●令和８年度由布市の予算をお知らせします（P８・９）



令和８年

施施

政

方方

針針

第
１
回
由
布
市
議
会
定
例
会

第
１
回
由
布
市
議
会
定
例
会

市政ニュース

※  放送が聞き取れなかった場合は、由布市公式アプリ「ゆふポ」、または次の番号に連絡することで放送内容の
確認ができます。

　０９７－５８２－１３５０（自動音声）
●問い合わせ　防災危機管理課　☎０９７−５８２−１１４０

　

合
併
か
ら
20
年
と
い
う
節
目
を
超
え
、由
布
市
が
持
つ
「
挾
間
・

庄
内
・
湯
布
院
」
の
多
様
な
個
性
と
魅
力
あ
る
資
源
を
有
機
的

に
結
合
さ
せ
、
次
代
へ
と
つ
な
ぐ
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

確
実
な
も
の
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

令
和
８
年
度
は
、
新
た
に
策
定
さ
れ
た
第
３
次
由
布
市
総
合

計
画
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
で
あ
る
「
人
と
つ
な
が
り
、
未
来

を
創
る　

住
み
よ
さ
日
本
一
の
ま
ち
・
由
布
市
」
の
実
現
に
向

け
た
元
年
と
し
て
、
予
算
編
成
方
針
に
お
い
て
示
し
た
、
５
つ

の
柱
を
重
点
戦
略
と
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
誇
り
と
愛
着
を
持

て
る
「
由
布
市
」
の
創
造
に
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

１
.
﹃
安
全
安
心
で
地
域
が
活
気
に
満
ち
た
ま
ち
の
推
進
﹄

　

ま
ず
第
１
の
柱
と
し
て
掲
げ
た
「
安
全
安
心
で
地
域
が
活
気

に
満
ち
た
ま
ち
の
推
進
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
生
活
の
根

幹
で
あ
る
安
全
と
安
心
を
確
保
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆

を
深
め
る
施
策
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
に
関
し
て
は
、
頻
発
す
る
豪
雨
に

備
え
、
水
害
対
策
を
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
周
知
徹
底
や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
迅
速
な
災
害

情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
と
も
地
域
や
学
校
に
出
向
い
て
の
防
災
講
話
な

ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
引
き
続
き
自
主
防
災
組
織
へ
の
支

援
を
行
い
な
が
ら
、
市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
、「
自
助
・
共
助
・

公
助
」
の
連
携
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
交
通
の
確
保
に
お
い
て
は
、
地
域
活

動
の
拠
点
や
世
代
間
交
流
の
場
の
創
出
と
と
も
に
、
高
齢
者
等

の
移
動
手
段
確
保
の
た
め
、
デ
マ
ン
ド
交
通
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
な
ど
の
地
域
公
共
交
通
網
を
持
続
可
能
な
形
で
最
適
化
し
、

地
域
内
で
の
交
流
と
経
済
活
動
を
支
え
る
足
の
確
保
を
研
究
し

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
.
﹃
こ
ど
も
の
未
来
を
育
む
ま
ち
の
推
進
﹄　
　
　
　

　

次
に
、
第
２
の
柱
で
あ
る
、「
こ
ど
も
の
未
来
を
育
む
ま
ち
の

推
進
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
夢

と
希
望
を
持
っ
て
健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
で
は
、
妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育

て
期
に
わ
た
る
相
談
支
援
体
制
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
機
能

な
ど
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
保
育
人
材
の
確
保
や
地
域
の

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
い
、「
子
育
て
す
る
な
ら
由
布
市
」

と
実
感
で
き
る
支
援
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
質
の
向
上
に
関
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
に
予
測

困
難
な
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
資
質
・
能
力

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
成
す
る
と
と
も
に
、「
１
人
１
台
端
末
」
の

有
効
活
用
、「
教
育
相
談
体
制
」
確
立
等
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
や
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設

備
の
設
置
な
ど
安
全
で
快
適
な
教
育
環
境
の
整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
少
子
化
に
伴
う
学
校
規
模
適
正
化
の
取
組
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
抜
本
的
に
軽
減
す

る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
た
給
食
費
の
無
償
化

に
つ
き
ま
し
て
も
、
物
価
高
騰
が
家
計
を
圧
迫
す
る
中
、
引
き

続
き
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

３
.
﹃
誰
も
が
健
康
で
、
い
き
い
き
と
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
推
進
﹄

　

次
に
、
第
３
の
柱
で
あ
る
「
誰
も
が
健
康
で
、
い
き
い
き
と

元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
推
進
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
生

１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
生
き

が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

健
康
寿
命
の
延
伸
と
地
域
医
療
に
関
し
て
は
、
特
定
健
診
や

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
強
み
で

あ
る
大
学
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
医
療
と

介
護
の
切
れ
目
な
い
提
供
体
制
を
堅
持
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
フ
レ
イ
ル
予
防
へ
の
取
り
組

み
を
支
援
し
、
元
気
な
高
齢
者
が
地
域
を
支
え
る
循
環
を
作
り

ま
す
。

　

障
が
い
者
・
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
関
し
て
は
、
障
が
い
の

あ
る
方
も
な
い
方
も
共
に
生
き
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、

自
立
支
援
や
権
利
擁
護
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
由
布
市
の
豊
か
な
温
泉
資
源
を
活
用
し
た
健
康
づ
く

り
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
.
﹃
産
業
が
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
推
進
﹄　
　

　

次
に
、
第
４
の
柱
で
あ
る
「
産
業
が
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
の
推
進
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
経
済
を
支
え
る
農
林
業
、

商
工
業
、
観
光
業
の
連
携
を
深
め
、
稼
げ
る
産
業
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　

農
林
業
の
振
興
に
関
し
て
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
お

い
て
は
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
加
え
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

導
入
支
援
や
、
由
布
市
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
販
路
拡
大

を
強
力
に
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
有
害
鳥
獣
対
策
や
森
林
環
境

の
保
全
に
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
・
商
工
業
の
活
性
化
に
関
し
て
は
、
観
光
分
野
で
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復
な
ど
を
踏
ま
え
、
滞
在
保
養
型
観

光
や
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
を
支
援
し
、
世
界
に
目
を
向

け
た
対
応
と
併
せ
、
由
布
院
だ
け
で
な
く
市
内
全
域
へ
の
周
遊

を
促
し
ま
す
。

　

商
工
業
に
お
い
て
は
、
地
元
企
業
の
経
営
基
盤
強
化
や
創
業

支
援
を
行
い
、
地
域
内
経
済
循
環
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

５
.
﹃
自
然
環
境
を
維
持
し
た
住
み
よ
い
ま
ち
の
推
進
﹄

　

次
に
、
第
５
の
柱
「
自
然
環
境
を
維
持
し
た
住
み
よ
い
ま
ち

の
推
進
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
由
布
市
の
最
大
の
財
産
で
あ
る

豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
つ
つ
、
快
適
な
生
活
基
盤
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
と
空
き
家
対
策
に
関
し
て
は
、
本
市
の
美
し
い

景
観
や
田
園
風
景
を
守
り
な
が
ら
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
活

用
や
移
住
支
援
策
を
強
化
し
、
都
市
部
か
ら
の
人
の
流
れ
を
呼

び
込
む
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
基
盤
の
整
備
と
環
境
保
全
に
関
し
て
は
、
道
路
、

上
水
道
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
、
老
朽
化
対
策
を
含

め
た
計
画
的
な
維
持
管
理
・
更
新
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質

ゼ
ロ
と
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
目
指
す
こ
と
を
こ

こ
に
宣
言
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
や
ゴ
ミ
減
量

化
な
ど
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
と
共
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
当
初
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
５
つ
の

柱
に
基
づ
く
施
策
を
具
現
化
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重

点
的
か
つ
効
率
的
に
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
物
価
高
騰
対
策
の
事
業
と

し
て
生
活
支
援
の
対
応
を
図
り
な
が
ら
、
既
存
事
業
の
成
果
を

厳
し
く
検
証
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
徹
底
す

る
こ
と
で
、
健
全
な
財
政
基
盤
の
維
持
と
、
未
来
へ
の
投
資
を

両
立
さ
せ
る
予
算
と
し
て
編
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
実
行
し
、
由
布
市
の
輝
か
し
い
未
来
を
切

り
拓
く
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
、
そ
し
て
議
会

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

職
員
と
と
も
に
心
を
一
つ
に
し
て
、
誠
心
誠
意
、
職
務
に
邁

進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
令
和
８
年
度

に
向
け
て
の
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日時　４月１６日㈭　午後４時５分ごろから

熊本・大分地震から１０年
緊急地震速報を受信した際の行動訓練の実施について

　平成２８年４月１６日に発生した熊本・大分地震からまもなく１０年を迎えます。由布市でも震度６弱の強い
揺れに襲われ、今まで経験したことのない被害を受けました。３０年以内に発生する確率が高いとされる南海ト
ラフ地震をはじめ地震だけでなく、土砂災害や河川の氾濫など、さまざまな災害への備えが必要です。いつ起こ
るかわからない災害で、自分自身の命を守るために、今一度災害時の行動や備えを確認しましょう。由布市では、
市民の皆さんが防災対策に取り組んでいただく契機とすることを目的として、熊本・大分地震の発生した４月
１６日に地震の際の行動訓練を毎年行っています。今年も次のとおり実施しますので、訓練への参加をお願いし
ます。
※自主防災組織で訓練を行えば、自主防災活動組織活動交付金の対象になります。
●目的
　緊急地震速報が発表されてから、揺れが来るまでのわずかの時間に、慌てずに身の安全を確保する行動がとれ
るようにするため。
※気象・地震活動状況などにより、急きょ中止する場合があります。
●内容
　由布市防災ラジオを通じて緊急地震速報（訓練用）をお知らせします。訓練放送を聞いたら、地震から身を守
るための安全行動を約１分間、各家庭などで実践してください。防災ラジオ起動点検も兼ねていますので、受
信・動作状況も合わせて確認をお願いします。
※  訓練のため「一般放送」でお知らせしますので、ラジオの音量は聞き取りやすい大きさに調節しておいてくだ

さい。なお、実際の災害時には、自動で最大音量になる「緊急放送」で行います。

・防災ラジオは、電池を入れアダプターを常に
コンセントに接続しておいてください。

・電池は定期的に点検・交換してください。
※受信感度が悪い場合や防災ラジオをお持ちで

ない方は、防災危機管理課までお問い合わせ
ください。

安全行動とは
１．姿勢を低くする
２．頭を守る
３．揺れが収まるまで動かない

　介護保険制度では、３年を１期とする介護保険事業計画の策定が義務付けられており、第１０期介護保険事業
計画と高齢者福祉保健計画を一体的に、令和８年度中に策定します。この計画の策定にあたり、公募委員を募集
しますので介護保険制度に関心をお持ちの方はぜひご応募ください。
●委員の役割　・策定委員会に出席し、計画について協議・検討を行う。
　　　　　　　・計画の進捗状況を確認する委員会に出席し、状況について確認、評価を行う。
●策定委員会の構成　議会、保健、医療、福祉、介護等関係団体の代表者および公募委員
●募集対象者　・市内に住所を有している方
　　　　　　　・昭和３６年４月１日以前に生まれた満６５歳以上の方（第１号被保険者）
●募集人員　２人程度
●選考　募集人員を超える申し込みがあった場合は抽選により選考し、結果を通知します。
●任期　令和８年６月１日～令和１１年３月３１日（計１０回程度会議への出席）
●募集期間　４月１３日㈪～３０日㈭
●応募方法
　電話にてご本人がお申し込みください。受付の際に①氏名②住所③生年月日④性別⑤電話番号をお伝えください。
　受付時間は、午前８時３０分～午後５時（土日・祝日を除く）
●応募先・問い合わせ　高齢者支援課　☎０９７－５２９－７３４９

由布市高齢者保健福祉計画・
第１０期介護保険事業計画策定委員募集
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Ｇプロジェクト 《「学力 Gakuryokuの向上」》生きる力を育む学校教育の推進 
●「３つの資質・能力」の育成に向けた、知・徳・体のバランスのとれた教育の推進
・  「知識および技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の3つの資質・能力をバランスよく

育成するため、児童生徒自らが課題解決できるよう、主体的・対話的で深い学びを通した授業改善
・  「１人１台端末」や「ＩＣＴアドバイザー」の活用および「リアルとデジタルを適切に組み合わせた授業改善」による個

別最適な学びと協働的な学びの一体的充実
・  児童生徒が協力し合いながら達成感を味わうため、「Ｑ－Ｕ調査」の活用や「人間関係づくりプログラム」の定期的な実

施を通したコミュニケーション力の育成
・  子どもたちがスポーツ活動や文化活動に継続して親しむことができる機会を確保するため、休日における部活動の地域展

開に向けた協議会の実施および指導員の充実や関係機関との連携の工夫
・  幼児期にふさわしい基本的な社会性を培い、生涯にわたる学びや生活の基盤づくりを図るため、「架け橋期のカリキュラ

ム」の実施および幼稚園・保育園・こども園と小学校の連携の推進
・  幼児期から高等学校までの１３年間を一体的に捉えた由布市型人材育成教育を推進するため、「校種間連携」「情報活用

能力の育成」「英語力の育成」の取組の充実
・  児童生徒一人ひとりのニーズに応じた細かな指導を行うため、「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の作成や効果

的な活用を行うともに、特別支援員やスクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラー等による教育相談体制の構築
・  生徒指導やいじめ、不登校に対して迅速で組織的な対応を行うため、校内における教育相談コーディネーターを中心とし

た教育相談体制の確立、由布市におけるスクールソーシャルワーカーや特別支援兼修学相談員、臨床心理士の各校への派
遣や教育支援センター「コスモス」の充実

●信頼と協働による学校づくりの推進
・  「学校の教育目標を達成するため、学校運営協議会における熟議を行い、子どもの学びの支援への参画、協働を促進し、

学校、家庭、地域のウェルビーイング※を向上　　
※身体的、精神的、社会的に良好な状態にあることを指す概念
・  安全、安心、協働の職場体制づくりのため、校務支援システムを活用し、由布市版人材リストの作成やスクールカウンセ

ラー、スクールソーシャルワーカー等の専門スタッフの確保、整備

Ｅプロジェクト 《あふれる「笑顔 Egao」》子どもたちの笑顔を生む学ぶ環境の充実
●安全・安心な教育環境の整備
・  子どもたちが学ぶ施設の安全性を保つため、由布市学校施設長寿命化計画に基づく計画的な施設整備の実施
　（令和８年度は石城小学校校舎の大規模改修工事）
・  熱中症対策による市内小・中学校の体育館などへの空調設備の整備の早期実現
　（令和８年度は庄内中学校と湯布院中学校の体育館）
・  製造が終了した水銀灯、また製造終了が迫る蛍光灯を使用している市内小、中学校施設の照明の計画的なＬＥＤ化の推進
　（令和８年度は庄内中学校と湯布院中学校の体育館）
・学校施設への不審者侵入などに対する防犯対策として、市内幼稚園、小、中学校敷地内への防犯カメラ設置計画の策定
・児童生徒の登下校中の事故などを防止するため、通学路の危険箇所の迅速な把握と安全対策の実施
●教育ＤＸ※の更なる展開と充実　
※デジタル技術やデータを活用し、教育方法、カリキュラム、校務のあり方を根本から変革すること
・児童生徒の学びを妨げることのないよう、１人１台端末の維持管理の徹底
・学校におけるＩＣＴの利活用に際し、ストレスなく使用できるネットワーク機器の計画的な更新
・情報会議や研修会の実施による教職員のデジタルスキルの向上とＩＣＴ支援員の配置によるサポート体制の充実
●学びの保障
・市ホームページや市公式ＬＩＮＥ、ゆふポなどを用いたきめ細やかな周知による就学支援制度と奨学資金制度の活用の促進
●学校規模・配置の適正化の推進
・子どもたちにとってより良い教育環境の創出に向けた小・中学校等の規模適正化の取組の推進

 由布市の教育方針とは 
　教育の振興のための施策に関する基本的な計画として策定している『由布市教育振興基本計画～「Ｇ・Ｅ・Ｎ・Ｋ・
Ｉ」ビジョン～』（以下、「Ｇ・Ｅ・Ｎ・Ｋ・Ｉ」ビジョン）を計画的に推進していくため、年度ごとに、その年に取り
組む主な施策や事業、目標などを具体的に示すものです。
　この教育方針に掲げる取組などは、毎年度、着実に実施していくことが必要であるため、その実施状況、達成状況など
について、「Ｇ・Ｅ・Ｎ・Ｋ・Ｉ」ビジョンの進捗と合わせ、毎年、点検・評価を実施し、管理していきます。
●主な視点
・  人口減少や少子高齢化、地域のつながりの希薄化、また、複雑かつ困難で予測不能な時代の中、由布市のすべての子ど

もたちが、自らの手で未来を切り拓くことができるよう、子どもたちに必要な力を多面的に捉え、総合的に育むことが
必要です。

・  年齢、性別、国籍、障がいの有無などに関わらず、すべての市民があらゆる場において、日々、幸せや生きがいを感じ
ながら過ごしていくことが重要です。

・  「Ｇ・Ｅ・Ｎ・Ｋ・Ｉ」ビジョンに掲げた“ １０年後の目指す姿 ”  に近づくため、計画期間における各施策の全体的な
スケジュールを意識し、特に、計画初年度となる令和８年度は、円滑にスタートできる取組を、確実に実施していくこ
とが必要です。

【由布市教育振興基本計画の基本理念】【由布市教育振興基本計画の基本理念】
～ Ｇ・Ｅ・Ｎ・Ｋ・Ｉ いっぱい由布市民～～ Ｇ・Ｅ・Ｎ・Ｋ・Ｉ いっぱい由布市民～由布市の教育方針由布市の教育方針令和８年度

Ｎプロジェクト 《豊かな「人間性 Ningensei」》人と人、人と地域をつなぐ社会教育の推進
●生涯学び、活躍できる環境の整備
・専門的知識や実践的能力の習得のため、社会教育主事講習に職員を派遣
・  公民館を地域の「学びと交流の拠点」と位置付け、孤立防止や生きがいづくり、健康増進などの生活の質の向上に結び付

く学習機会の提供
・  障がいがある人の学校卒業後の学びを支援するため、「ゆふポきらきら教室」を実施し、誰もが学びに参加できる環境づ

くりを推進
・由布市公共施設個別計画に基づき、バリアフリー改修や設備の充実など、誰もが使いやすい社会教育施設の整備の推進
・市報、市ホームページ、ＳＮＳなど複数の媒体を組み合わせ、「まなびの情報誌」や学習情報などを幅広く迅速に発信
●地域コミュニティの基盤を支える社会教育の推進
・モデル自治公民館を指定（平石自治公民館３年目、向原自治公民館２年目）し、自発的な地域活動や共助の基盤づくりを支援
・若い世代が地域課題の解決に主体的に関わる機会の創出
・小、中学生を対象とした体験宿泊型の「わんぱくサマーチャレンジ」の実施
・由布市リーダースクラブ（中・高校生の地域活動グループ）の活動の充実
・  各中学校区ネットワーク会議を中心とした、地域学校協働活動やゆふの寺子屋事業（小学生チャレンジ教室・未来創生

塾）、家庭教育支援（サロン）の実施
・  すべての人の人権が尊重される社会の実現に向け、差別や偏見を正しく理解し、多様性を認め合う意識を育むことを目的

とした市民向け人権講座の実施
●文化財・伝統文化の保存・継承と魅力発信
・「由布市文化財保存活用地域計画」の策定に向け、市内文化財・文化資源のリスト化や市民意識調査の実施
・市報において「木綿（ゆふ）の山通信」での由布市の文化財情報の発信
・子どもたちが由布市の自然、歴史、地域文化などについて学んだ成果を試す場としての「由布の学び検定」の実施
・無形民族文化財の担い手育成や技術の継承のため記録保存事業の実施
・文化財や自然に直接触れる体験活動「ふるさと探検部」の実施
・由布市出身の児童文学者“後藤楢根”の功績を顕彰し、児童文学の振興と次世代への継承を目的に「ならねっ子まつり」の実施

Ｋプロジェクト 《「健康 Kenko」と「活気 Kakki」》スポーツを通じた明るく元気なまちづくりの推進
●生涯にわたってスポーツに親しむ機会の充実
・心身の健康増進および多世代間の交流の場の創出を図るため、由布市わくわくスポーツDAYなどスポーツイベントの実施
・総合型地域スポーツクラブおよびスポーツ少年団など、地域スポーツ団体等の運営および活動の支援
・市民スポーツ大会および県民スポーツ大会出場選手に対する活動の支援および出場選手の確保
●スポーツを支える環境づくりの推進
・利用者の安全、安心な利用に向け、庄内硬式野球場のラバーフェンス設置などスポーツ施設の計画的な整備の実施
・湯布院スポーツセンターの再構築について基本構想に基づいたサウンディング調査の実施
・  専門性を持ったスポーツ指導者の確保および育成のため、スポーツ指導者資格の新規取得者に対する資格取得費用の助成の

実施
・中学校の部活動の地域展開に向け、関係機関と連携した新たなスポーツ環境の構築の検討
・全国大会などに出場する選手や団体に対する激励金の交付
・大学等のトップチームの合宿誘致事業などを通じたジュニア選手等とトップアスリートとの交流の機会の創出

Ｉプロジェクト 《「インクルーシブ Inclusive」と「生きる力 Ikirutikara」》
由布の教育ではぐくむ 生きる力とインクルーシブなまち  

・  各プロジェクトの取組や目標の設定、また、その推進にあたっては、「生きる力」を養い、「インクルーシブなまち」の
実現を目指すことを常に念頭に置き、実施していきます。

・  特にＧプロジェクトでは、変化の激しい社会を前向きに生き抜くために必要な「確かな学力」「豊かな人間性」「健康・
体力」の３つの能力をバランスよく育んでいきます。

インクルーシブとは… 年齢・性別・国籍・障がいの有無など、人々の多様な背景や特性に関わらず、誰もが平等に受け入れら
れ、参加し、尊重される状態や考え方

Ｇ×Ｅプロジェクト  プロジェクトの枠を超え、異なるプロジェクト同士が連携し、実施する取組 
・  学校、保護者、地域や関係機関などがそれぞれの役割を果たし、子どもたちが交通ルールや防犯教育を学ぶ機会を充実さ

せることで、自らが実践する重要性を再認識させる機会を創出

 《由布市教育委員会　事務局》　由布市庄内町柿原３０２番地（由布市役所本庁舎　本館３階）  
●Ｇプロジェクト担当　学校教育課　　　☎０９７－５８２－１１７９　ＦＡＸ ０９７－５８２－１１４５
●Ｅプロジェクト担当　教育総務課　　　☎０９７－５８２－１１７７　ＦＡＸ 同上
※「Ｇ・Ｅ・Ｎ・Ｋ・Ｉ」ビジョン、教育方針策定担当
●Ｎプロジェクト担当　社会教育課　　　☎０９７－５８２－１２０３　ＦＡＸ 同上
●Ｋプロジェクト担当　スポーツ振興課　☎０９７－５８２－１２１７　ＦＡＸ 同上

▲用語解説

▲由布市の
　教育方針

▲「Ｇ・Ｅ・Ｎ・Ｋ・Ｉ」
　ビジョン
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特別職員

新所属・職名 氏　名 旧所属・職名

副市長

副市長 古　長　誠　之 総務課　課長

一般職員

新所属・職名 氏　名 旧所属・職名

課長級

総務課　課長 佐　藤　重　喜 庄内振興局地域振興課　局長兼課長

防災危機管理課　課長 工　藤　秀　紀 監査・選挙管理委員会事務局　事務局長

財政課　課長 伊　藤　　　学 都市景観推進課　課長

農政課　課長 平　山　浩　二 水道課　課長

都市景観推進課　課長 松　本　知　行 教育委員会スポーツ振興課　課長

福祉事務所　福祉課　所長兼課長 吉　野　眞由美 健康増進課　課長

福祉事務所　高齢者支援課 藤　川　祐　子 福祉事務所子育て支援課　課長

庄内振興局　地域振興課　局長兼課長 佐　藤　雄　三 財源改革推進課　課長

会計課　会計管理者 田　代　由　理 福祉事務所高齢者支援課　課長

教育委員会　教育総務課　次長兼課長 大　塚　　　守 商工観光課　課長

教育委員会　スポーツ振興課　課長 藤　川　恭　司 農業委員会　事務局長

議会事務局　事務局長 安　部　正　徳 教育委員会教育総務課　次長兼課長

消防本部　消防長 赤　木　知　人 防災危機管理課　課長

契約施設整備課　課長 佐　藤　圭　次 財政課　参事兼室長

財源改革推進課　課長 佐　藤　和　俊 税務課　参事兼室長

健康増進課　課長 矢　野　ゆう子 福祉事務所福祉課　参事

商工観光課　課長 小　俣　　　功 環境課　課長心得

農林整備課　課長 秦　野　一　成 同課　課長心得

水道課　課長 工　藤　拓　史 湯布院振興局地域振興課　参事兼室長

福祉事務所　子育て支援課　課長 松　本　英　美 総務課　参事兼室長

監査・選挙管理委員会事務局　事務局長 富　川　由　佳 議会事務局　次長

消防本部　総務課　課長 宮　本　貴　士 同課　課長心得

環境課　課長心得 在　津　典　良 総合政策課　課長補佐

農業委員会事務局　事務局長心得 生　野　敏　博 同局　次長

参事級

総務課　参事兼室長 利　光　貴　之 財政課　課長補佐

税務課　参事兼室長 長谷川　美由紀 教育委員会社会教育課　総括課長補佐

環境課（環境衛生センター）　参事 岡　部　栄　二 挾間振興局地域振興課　課長補佐

福祉事務所　福祉課　参事 木　本　誠　実 福祉事務所高齢者支援課　課長補佐

湯布院振興局　地域振興課　参事兼室長 角　田　茂　樹 教育委員会スポーツ振興課　課長補佐

教育委員会　学校教育課（給食センター）　所長 江　戸　　　陽 市民課　課長補佐

市職員人事異動
　由布市職員の人事異動が、４月１日付けで行われました。副主幹級以上の異動および
新規採用職員については、次のとおりです。

課長補佐級

湯布院振興局　地域整備課　総括課長補佐 畠　中　　　勇 教育委員会学校教育課　総括課長補佐

教育委員会　社会教育課（挾間公民館）　総括課長補佐 佐　藤　有　一 湯布院振興局地域整備課　総括課長補佐

健康増進課　総括課長補佐 柴　田　玲　子 福祉事務所子育て支援課　課長補佐

水道課　総括課長補佐 日　高　真　治 同課　課長補佐

挾間振興局　地域振興課　総括課長補佐 木　原　智　子 商工観光課　課長補佐

教育委員会　学校教育課（由布川幼稚園）　総括課長補佐 藤　原　章　子 同課　課長補佐

保険課　課長補佐 秋　吉　　　剛 総務課　課長補佐

商工観光課　課長補佐 高　田　信　明 湯布院振興局地域振興課　課長補佐

福祉事務所　子育て支援課　課長補佐 黒　木　達　哉 健康増進課　課長補佐

湯布院振興局　地域振興課　課長補佐 松　下　桐　子 保険課　課長補佐

教育委員会　社会教育課　課長補佐 田　代　憲　哉 税務課　課長補佐

総務課　課長補佐 南　　　岳　嗣 同課　主幹

総合政策課　課長補佐 髙　田　知　英 総務課　主幹

人権・部落差別解消推進課　課長補佐 長　尾　　　郁 同課　主幹

農政課　課長補佐 古　長　寛　幸 同課　主幹

議会事務局　局長補佐 中　島　　　進 同課　主幹

教育委員会　学校教育課（挾間幼稚園）　課長補佐 帆　足　亜紀子 同課（挾間幼稚園）　主幹

教育委員会　学校教育課（由布院幼稚園）　課長補佐 古　長　妙　子 同課（由布院幼稚園）　主幹

総括主幹級

財政課　総括主幹 大久保　　　暁 同課　課長

市民課　総括主幹 後　藤　昌　代 福祉事務所福祉課　所長兼課長

福祉事務所　高齢者支援課　総括主幹 工　藤　由　美 議会事務局　事務局長

教育委員会　スポーツ振興課　総括主幹 平　野　浩一郎 会計課　会計管理者

農業委員会事務局　総括主幹 大　嶋　陽　一 消防本部　消防長

主幹級

総務課　主幹 柿　木　千　夏 福祉事務所福祉課　主幹

税務課　主幹 庄　野　泰　之 庄内振興局地域振興課　主幹

会計課　主幹 足　立　明　弘 監査・選挙管理委員会事務局　主幹

財源改革推進課　主幹 福　山　勇　司 同課　副主幹

税務課　主幹 安　東　智　徳 農林整備課　副主幹

商工観光課　主幹 佐　藤　孝　宣 同課　副主幹

都市景観推進課　主幹 太　田　和　章 同課　副主幹

湯布院振興局　地域整備課　主幹 衞　藤　優　也 同課　副主幹

教育委員会　社会教育課　主幹 鶴　岡　竜　也 同課　副主幹

教育委員会　社会教育課（庄内公民館）　主幹 栗　林　美　保 同課　副主幹

副主幹級

総務課　副主幹 小　代　晋太郎 財政課　副主幹

総合政策課　副主幹 梅　木　庸　平 挾間振興局地域振興課　副主幹

契約施設整備課　副主幹 阿　部　大　信 財政課　副主幹

契約施設整備課　副主幹 中　野　浩　志 財政課　副主幹

税務課　副主幹 廣　瀬　一　平 教育委員会社会教育課（挾間公民館）　副主幹

市民課　副主幹 菅　原　美　紀 税務課　副主幹

健康増進課　副主幹 佐　藤　恵　介 福祉事務所福祉課　副主幹

環境課　副主幹 汐　月　達　也 税務課　副主幹

福祉事務所　福祉課　副主幹 奥　　　健二郎 環境課　副主幹

福祉事務所　子育て支援課　副主幹 森　山　承　孝 教育委員会学校教育課　副主幹

挾間振興局　地域振興課　副主幹 河　野　展　也 財政課　副主幹

庄内振興局　地域振興課　副主幹 松　尾　匡　浩 水道課　副主幹

湯布院振興局　地域振興課　副主幹 秋　吉　政　宏 湯布院振興局地域整備課　副主幹

教育委員会　学校教育課　副主幹 牧　　　啓　太 税務課　副主幹

教育委員会　社会教育課　副主幹 佐　藤　洋　造 総合政策課　副主幹

議会事務局　副主幹 姫　野　さおり 市民課　副主幹

監査・選挙管理委員会事務局　副主幹 奥　川　将　司 教育委員会社会教育課（湯布院公民館）　副主幹

総務課　副主幹 小　原　匡　博 同課　主査

契約施設整備課　副主幹 池　部　真　人 教育委員会教育総務課　主査

市民課　副主幹 清　水　智　康 同課　主査

市民課　副主幹 佐　藤　啓　太 監査・選挙管理委員会事務局　主査

環境課　副主幹 生　野　洋　平 同課　主査

農政課　副主幹 衞　藤　貴　史 同課　主査

農政課　副主幹 岩　野　貴　文 同課　主査

挾間振興局　地域振興課　副主幹 井　上　まどか 総務課付　主査

湯布院振興局　地域振興課　副主幹 田　中　惇　子 人権・部落差別解消推進課　主査

湯布院振興局　地域振興課　副主幹 小　川　瑞　穂 同課　主査

会計課　副主幹 小　川　晃　平 同課　主査

教育委員会　教育総務課　副主幹 奥　田　令　里 同課　主査

教育委員会　学校教育課（挾間幼稚園）　副主幹 遠　藤　詩　織 同課（挾間幼稚園）　主任教諭

教育委員会　学校総務課（由布川幼稚園）　副主幹 清　水　豊　実 同課（由布川幼稚園）　主任教諭

教育委員会　社会教育課（湯布院公民館）　副主幹 吉　村　慶　介 福祉事務所子育て支援課　主査

新採用職員

総務課　主事 竹　島　佳　子 新採用

総合政策課　主事 安　部　遼太郎 新採用

環境課　主事 清　家　知沙都 新採用

教育委員会　社会教育課　主事 賀　來　俊　亮 新採用

農業委員会事務局　主事 梶　原　公　太 新採用

契約施設整備課　主事補 嶌　田　萌　衣 新採用

建設課　主事補 加　藤　海　里 新採用

退職者

所　属・職　名 氏　名

農政課　課長 新　田　祐　介

教育委員会　学校教育課（給食センター）所長 山　田　尚　志

教育委員会　社会教育課（挾間公民館）総括課長補佐 秦　　　　　隆

環境課（環境衛生センター）　総括主幹 日　野　雄　二

税務課　副主幹 五阿彌　俊　輔

健康増進課　副主幹 矢　吹　早　苗

建設課　主査 大久保　達　矢

挾間幼稚園　主任教諭 佐　藤　英　明

消防職員

新所属・職名 氏　名 旧所属・職名

課長級

消防本部　消防長 赤　木　知　人 防災危機管理課・課長

消防署　署長 河　野　桂　一 警防課兼予防課・課長

予防課　課長 油　布　健太郎 庄内出張所・所長心得

総務課　課長 宮　本　貴　士 同課・課長心得

警防課　課長心得 佐　藤　憲　一 消防署・署長補佐

総括主幹級

庄内出張所　総括主幹 工　藤　英　之 湯布院出張所・総括主幹

湯布院出張所　総括主幹 大　杉　嘉　則 消防署・署長

主幹級

消防署　主幹 望　月　修　平 湯布院出張所・主幹

湯布院出張所　主幹　　※１ 財　津　享　司 消防署・主幹
※１…階級昇任　消防司令

副主幹級

消防署　副主幹 平　松　幸　三 庄内出張所・副主幹

庄内出張所　副主幹 小　野　圭　介 湯布院出張所・副主幹

湯布院出張所　副主幹 大　野　哲　典 庄内出張所・副主幹

庄内出張所　副主幹　　※２ 田　代　博　識 消防署・副主幹

予防課　副主幹　　　　※２ 宮　本　洋　輔 同課・副主幹

消防署　副主幹　　　　※２ 首　藤　　　渉 同署・副主幹

消防署　副主幹　　　　※２ 田　代　英　嗣 庄内出張所・副主幹

総務課　副主幹　　　　※２ 宮　本　智　史 同課・副主幹

湯布院出張所　副主幹　※２ 濵　口　広　太 同所・副主幹

庄内出張所　副主幹　　※２ 河　野　合　詩 同所・副主幹

消防署　副主幹　　　　※２ 仲　摩　　　歩 同署・副主幹

湯布院出張所　副主幹　※２ 麻　生　智　裕 同所・副主幹

庄内出張所　副主幹 中　野　恭　兵 消防署・副主幹

消防署　副主幹 詣　坂　光　希 同署・主査

消防署　副主幹 元　雄　祐　二 同署・主査

消防署　副主幹 大久保　　　祐 湯布院出張所・主査

庄内出張所　副主幹 工　藤　裕　基 おおいた消防指令センター・主査
※２…階級昇任　消防司令補

新採用職員

総務課　主事補 佐　藤　正　虎 新採用
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収
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自主財源依

存

財

源

〔70.5％〕
191 億 3,426 万円

市税〔17.4％〕
47億 2,832 万円

地方交付税〔23.8％〕
64億 7,212 万円

市債〔12.7％〕
34億 3,720 万円

県支出金〔12.6％〕
34億 1,049 万円

国庫支出金〔15.8%〕
43億 29万円

譲与税・交付金〔5.6%〕
15億 1,416 万円

使用料・
寄附金等〔6.2％〕
16億 7,580 万円　

繰入金〔5.5％〕
14億 9,669 万円

分担金・
負担金〔0.4％〕
1億 549万円

〔29.5％〕

歳入総額
271億4,056万円

80億 630万円

令
和
８
年
度

由
布
市
の
予
算
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

予算総額

令和８年度一般会計予算

　一般会計予算の歳入としては、社会経済
の緩やかな回復基調等を背景として、市税
を１億７，４１３万円の増額（３．８％）と
見込んでいます。
　そ の ほ か、対 象 事 業 費 の 増 加 に よ
る 財 源 の 増 額 と し て、国 庫 支 出 金 を
３億３，６２８万 円 の 増 額（８．５％）、 
県 支 出 金 を８億６，８９０万 円 の 増 額

（３４．２％）、市債を７億６，４３０万円の
増額（２８．６％）と見込んでいます。
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年
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１
回
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た
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計
予
算
額
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（
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）
と
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た
。
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年
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の
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る
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次
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が
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り
、
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を
創
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」
の
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け
た
取
り
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み
を
基
調
と
し
た
年
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総
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と
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て
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成
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３86億　117万円

自主財源（市の自主的な収
入）より、依存財源（国や
県からもらったお金など）
の割合が大きいなぁ。

歳入用語解説

市 税
皆さんに納めていただく市民
税、固定資産税、軽自動車税、
入湯税、たばこ税など

使 用 料・
寄 附 金 等

市が管理する財産の使用に対
する料金収入やふるさと納税
等の寄附をいただいたお金

繰 入 金 主に基金（市の預金）の取り崩し

地 方
交 付 税

地方ごとに生じる地方税の収
入の差を調整するために、国
から交付されるお金

国 庫
支 出 金

特定の事業に対して、国から
使いみちを指定して交付され
るお金

市 債
長い間利用される市の施設を
つくるときなどに、借り入れ
るお金

県 支 出 金
特定の事業に対して、県から
使いみちを指定して交付され
るお金

各 種
交 付 金

利子割交付金、配当割交付金、
地方消費税交付金など国から
交付されるお金

会計別予算 令和８年度予算 令和７年度予算 増減率
一 般 会 計 271億4,056万円 246億   384万円 10.3%
特 別 会 計 114億6,061万円 106億6,635万円 7.4%

国 民 健 康 保 険 37億8,089万円 38億1,348万円 △0.9%
介 護 保 険 43億   533万円 42億8,527万円 0.5%
後 期 高 齢 者 医 療 8億1,445万円 6億7,746万円 20.2%
公 営 企 業 会 計 25億5,994万円 18億9,014万円 35.4%

農業集落排水事業 1億5,149万円 1億4,441万円 4.9%
うち収益的支出 1億   283万円 1億     81万円 2.0%
うち資本的支出 4,866万円 4,360万円 11.6%

水 道 事 業 24億   845万円 17億4,573万円 38.0%
うち収益的支出 9億   800万円 8億5,811万円 5.8%
うち資本的支出 15億     45万円 8億8,762万円 69.0%

一般会計の市民一人当たりの予算は 約81万円（※）になるよ。
※市民一人当たり予算額は令和８年２月末人口３３，４５２人で算出

民生費〔27.6%〕
74億 8,592 万円

公債費〔9.4%〕
25億 4,435 万円

総務費〔15.8%〕
42億 9,666 万円教育費〔11.8%〕

31億 8,643 万円

衛生費〔13.1%〕
35億 6,616 万円

土木費〔6.9%〕
18億 7,588 万円

消防費〔3.4%〕
9億 2,909 万円

災害復旧費〔4.3%〕
11億 7,577 万円

農林水産業費〔5.3%〕
14億 3,340 万円

商工費等〔2.4%〕
6億 4,690 万円

目的分類別総額
271億4,056万円

● 問い合わせ　財政課　☎０９７－５８２－１１７６

令和８年度一般会計予算

歳出用語解説
民 生 費 生活保護や児童・高齢者・障がい者などに

対する社会福祉のための費用

総 務 費 庁舎などの管理、企画調整、地域活性化の
ための費用

衛 生 費 医療費助成・健診などにかかる経費やごみ
処理・環境対策のための費用

教 育 費 小中学校の運営や生涯学習、スポーツ振興
のための費用

公 債 費 過去の借入金の返済にかかる費用

土 木 費 道路整備、住宅管理、都市計画などのため
の費用

農林水産業費 農林漁業の振興、農林道の整備などのため
の費用

災害復旧費 災害によって生じた被害の復旧のための費用

消 防 費 火災予防や消火活動、救急救助活動のため
の費用

商 工 費 等 商工業や観光振興のための費用
（議会費等を含めています）

歳出用語解説
普通建設事業費 学校施設建設や道路整備など主に工事に関

する費用

扶 助 費 児童手当、生活保護、医療費の援助など、
主に福祉・保健・医療にかかる費用

人 件 費 職員の給料や委員報酬など人にかかる費用

物 件 費 光熱水費や委託料など主に施設管理・行政
運営にかかる費用

公 債 費 過去の借入金の返済にかかる費用

補 助 費 等 各種団体などに対する助成にかかる費用

繰 出 金 一般会計から特別会計などに支出する費用

災害復旧事業費 災害によって生じた被害の復旧のための
費用

維持補修費等 修繕や施設の維持にかかる費用

性質の分類別に見てみると、普通
建設事業費や扶助費、人件費にか
かる割合が大きいことがわかる
なぁ。

人件費〔16.4%〕
44億 6,159 万円

扶助費〔18.4％〕
49億 9,112 万円

普通建設事業費〔22.2%〕
60億 1,340 万円

公債費〔9.4%〕
25億 4,504 万円

補助費等〔8.1%〕
21億 8,927 万円

物件費〔13.2%〕
35億 9,026 万円

維持補修費等〔3.2%〕
8億 8,156 万円

性質分類別総額
271億4,056万円

繰出金〔4.8%〕
12億 9,255 万円

災害復旧事業費〔4.3%〕
11億 7,577 万円

目的の分類別予算では、
衛生費と教育費の伸び率が
突出しているんだね。

支
出
に
つ
い
て

【
目
的
別
分
類
】

【
性
質
別
分
類
】

　一般会計予算の歳出【性質分類別】を見てみると、【目的分類別】でも記載し
たように、昨年度に比べて、新環境センター整備事業や廃棄物運搬中継施設整
備事業、小学校施設整備の増額により普通建設事業費が２４億５，７１０万円

（６９．１％）、公定価格の改定に伴う保育所施設型給付費や障害福祉サービス費
負担金などの増加により扶助費が２億９，１２０万円（６．２％）の増額、普通交
付税において、基金の積立に要する経費が算定されることとなったことから、維
持補修費等のうち積立金が１億２，９８６万円（２１．９％）の増額となっています。

　一般会計予算の歳出【目的分類別】では、昨年度に比べて、新環
境センター整備事業の負担金および新環境センター稼働に伴う廃
棄物運搬中継施設整備事業により、衛生費が１１億４，８４７万円

（４７．５％）の増額、安心、安全な学校給食を維持するため給食セ
ンターの機械器具の更新や石城小学校大規模改造工事、由布川小学
校舎増築工事などにより教育費が８億５，１５３万円（３６．５％）
の増額、園芸産地づくり支援事業費補助金や市営基盤整備事業費が
増加したことにより、農林水産業費が２億８，７８３万円（２５．１％）
の増額となっています。
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令和８年度一般会計予算

２.誰もが健やかに暮らせるまちづくり
福祉課
●地域生活支援事業 �  5,887 万円
●自立支援事業 �  12 億 9,610 万円
　障がいのある人の自立した生活を支援します。
高齢者支援課
●地域包括支援センター事業 ( 重層的支援体制整備事業 ) �  7,000 万円
保険課
●高齢者保健・介護予防等の一体的実施事業 �  1,249 万円
子育て支援課
●こども医療費助成事業 �  1 億 7,650 万円
　就学児、未就学児、高校生等に対して医療費の助成を行います。
健康増進課
●妊婦のための支援給付事業 �  2,510 万円
　妊娠期から出産・育児まで継続して支援を行います。

１.みんなで支え合う、安心・安全なまちづくり
総務課
●防犯体制確立事業 �  580 万円
総合政策課
●地域公共交通事業 �  7,036 万円
挾間振興局地域振興課
●地域活力づくり総合事業 �  1 億 3,835 万円
　向之原駅前広場の整備を進めます。
湯布院振興局地域振興課
●旧湯布院公民館跡地整備事業 �  1,869 万円
●湯平温泉復興まちづくり推進事業 �  1 億 　 48 万円
　緊急避難所および避難路の整備を進めます。

消防本部
●非常備消防活動推進事業 �  1 億　338 万円
●緊急自動車購入事業 �  1 億　283 万円
　消防車を購入します。

３.‌�豊かな環境の中で快適な暮らしができる 
まちづくり

総合政策課
●行政事務情報化推進事業 �  3 億 5,685 万円
　申請手続きにおける利便性の向上に取り組みます。
市民課
●コンビニ交付事業 �  854 万円
環境課
●合併処理浄化槽設置推進事業 �  1 億    725 万円
●廃棄物運搬中継施設整備事業 �  16 億 5,395 万円
　一般廃棄物の広域処理を安定的に行うため、施設整備を行い
ます。
●新環境センター整備事業 �  2 億 6,723 万円
　県内６市の共同事業として、新環境センターを整備します。
●金鱗湖魅力湧出事業 �  1,084 万円
　金鱗湖および周辺設備の魅力的な景観づくりに取り組みます。
●安心安全温泉宣言事業 �  986 万円
　由布市温泉の魅力発信に資する取組を支援します。

　第３次総合計画に掲げた目標「人とつながり、未来を創る 住みよさ日本一のまち・由布市」の
実現に向け、６つのテーマに沿って、主な事業を紹介します。

５.生業をつなぎ、地域が潤うまちづくり
総合政策課
●企業立地促進事業 �  1,200 万円
　立地企業に指定された企業が設備投資や新規従業員を雇用す
る場合、財政支援を行います。
農政課
●中山間地域等直接支払対策事業 �  3 億 8,032 万円
●園芸産地整備事業 �  2 億 2,616 万円
　地域特性を生かしマーケットニーズのある園芸品目につい
て、産地拡大に資する取組を支援します。
●就農支援事業 �  2,355 万円
農林整備課
●市営基盤整備事業 �  9,388 万円
●鳥獣被害総合対策事業 �  4,141 万円
商工観光課
●商工振興活性化事業 �  2,813 万円
　創業などに対して支援することにより雇用機会の創出および
地域に密着する人材を確保します。

４.人や文化を育むまちづくり
子育て支援課
●児童健全育成事業 �  1 億 9,353 万円
　保護者が就労などで家庭にいない小学生に生活の場等を提供
し、児童の健全な成長を支援します。
●保育所活動給付事業 �  16 億 3,704 万円
教育総務課
●小学校施設整備事業 �  8 億 5,789 万円
　石城小学校や由布川小学校等の教育施設整備を行います。

●中学校施設整備事業 �  1 億 8,118 万円
　庄内中学校や湯布院中学校の教育施設整備を行います。
学校教育課
●人材育成教育推進事業 �  3,231 万円
●学校給食センター調理事業 �  2 億 1,605 万円
　公立幼小中学校給食費の無償化を行います。
社会教育課
●地域協育推進事業 �  1,584 万円
●文化財活用促進事業 �  481 万円
スポーツ振興課
●競技スポーツ振興事業 �  1,503 万円
　スポーツ協会や各種大会への出場に対する補助などを行います。

６.由布の魅力発信、ファンとつながるまちづくり
財源改革推進課
●みらいふるさと寄附金推進事業 �  10 億円
　ふるさと納税を活用いただける支援者の拡大や地域特産品な
どの販路拡大による地域経済の活性化をめざします。
総合政策課
●由布市に住みたい事業 �  3,946 万円
　空き家対策および移住定住対策の事業として、登録物件のリ
フォーム費用や家財処分費に係る助成、移住者支援金等を支給
します。
農政課
●地域資源利活用推進事業 �  1,084 万円
　由布市内の地域資源を活用した農家民泊の推進や特産品を
使った加工品の普及等持続可能な農村づくりをめざします。
商工観光課
●観光振興事業 �  9,300 万円
　「まちづくり観光局」や各観光協会への補助および観光情報
発信の強化など、観光振興施策を展開します。
●地域イメージ向上対策事業 �  438 万円

主な施策について

紹介します。まちづくりの❻つのテーマ
令和８年度一般会計予算

④産業が活力と魅力あふれるまちの推進
●就農支援事業 �  1,860 万円
　就農準備段階に対してや経営開始時の早期の経営確立に向け
て、様々な形で新規就農者を支援します。
●物価高騰緊急対応事業（農業振興）�  2,766 万円
　物価高騰の影響を受けている農家の負担軽減および生産活動
の継続を図るため、肥料代・飼料代・農薬代の高騰分に対応す
る経費の一部を助成します。
●畜産振興事業 �  345 万円
　５年に一度開催される全国和牛能力共進会に向けて、飼養
管理技術の向上・継承に寄与するよう、生産者の支援を行い
ます。
●物価高騰緊急対応事業（商工振興） �  1,155 万円
　経営力の強化および魅力ある職場づくりの支援を行います。
●観光振興事業 �  1,871 万円
　新たに設立した別府・由布観光連携協議会の事業を推進し、
インバウンドや首都圏の誘客はもとより、広域エリアの共通コ
ンセプトに基づく魅力的な地域ブランド力の創出をめざし
ます。

⑤自然環境を維持した住みよいまちの推進
●物価高騰緊急対応事業（環境対策） �  2,000 万円
　エネルギー価格高騰の影響を受けている一般家庭の負担軽減
を図るとともに、省エネ性能が優れた家電製品への買い換えを
する費用の一部を補助することで、脱炭素社会の構築を推進し
ます。
●ごみ減量化対策事業 �  519 万円
　生ごみ処理機の購入補助や啓発・広報活動を行い、ごみ排出
量の削減を推進します。
●ポイ捨て防止事業 �  494 万円
　ごみ箱の設置促進やマナー啓発・広報活動を行うことでポイ
捨て等を防止し、清潔で快適なまちづくりをめざします。

①‌�安全・安心で、地域が活気に満ちたまちの推進
●市民提案型連携協働事業 �  1,706 万円
　「連携と協働」に着目し、個人・団体・企業等の様々な主体の
活動の中で、新たな価値や持続性を生み、将来へつながる取り
組みに対して補助を行います。
●地域防災推進事業 �  200 万円
　自主防災組織が行う防災に資する活動に対して補助を行い
ます。

②こどもの未来を育むまちの推進
●物価高騰緊急対応事業（児童福祉） �  1,394 万円
　物価高騰の影響を受ける子育て世帯の経済的負担を軽減する
ため、３歳未満児を対象におむつクーポン券を支給します。
●児童虐待防止対策等総合支援事業 �  345 万円
　子どもや若者が、家族の介護その他の日常生活上の世話を過
度に行っている状況にないか、実態把握を行います。
●保育所活動推進事業 �  1,861 万円
　教育・保育施設へ通う園児の保護者が負担する副食費に対し、
助成を行います。
●母子保健推進事業 �  211 万円
　近隣に、産婦人科医療機関のない妊産婦の健診や出産に要す
る交通費などを支援します。
●妊婦のための支援給付事業 �  2,510 万円
　妊娠時から出産・子育てまで切れ目ない支援を行うため、妊
婦への経済的支援を行います。

③‌�誰もが健康でいきいきと元気に暮らせる 
まちの推進

●クアオルト推進事業 �  265 万円
　日本クアオルト協議会の全国大会を由布市で開催、滞在型保
養温泉地や健康保養地づくりを推進します。
●地域生活支援事業�  1,162 万円
　成年後見制度に係る普及啓発・相談体制の充実などにより、
権利擁護支援を推進します。
●在宅高齢者支援事業 �  41 万円
　介護度が軽度になったことに対する奨励制度に取り組むこと
で、健康保持の大切さを広く啓発し、元気なまちづくりを推進
します。
●健康立市推進事業 �  454 万円
　健康マイレージ等事業を推進し、すべての市民が健康で明る
く暮らせる住みよいまちづくりをめざします。

《重点戦略特別枠の主な事業》※総合計画などの着実な推進に向け、重点的に取り組む事業
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市政ニュース

　軽自動車等を所有する人で、身体または精神に障がいがあり、一定の要件に該当する場合は、申請により軽自
動車税が減免されます。
１.減免対象となる車両
①原則、障がい者本人が所有している車両
②  １８歳未満で一定の身体障がい者、または精神障がい者もしくは知的障がい者と生計を一にするご家族名義の車両
２.減免対象となる車両の使用目的
①障がい者本人が運転する場合
②障がい者と生計を一にする方が運転する場合
③障がい者のみで構成される世帯の場合で、常時介護する方が運転する場合
※②・③については、障がい者の通院・通学などのために使用していることが条件です。
３.減免対象となる障がいの等級（個別の等級で判定）

視覚障害 １～３級および４級の１ 聴覚障害 ２級および３級

平衡機能障害 ３級 音声機能障害 ３級（喉頭摘出の場合に限る）

上肢不自由 １級および２級 上肢機能障害 １級および２級

下肢不自由 １～６級（生計同一者・常時介護運転の場合は１～３級）

体幹不自由 １～３級および５級（生計同一者・常時介護運転の場合は１～３級）

移動機能障害 １～６級（生計同一者・常時介護運転の場合は１～３級）

心臓機能障害 １級および３級 じん臓機能障害 １級および３級

呼吸器機能障害 １級および３級 ぼうこう・直腸機能障害 １級および３級

小腸機能障害 １級および３級 肝臓機能障害 １～３級

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 １～３級

精神障害 １級 療育手帳 Ａ１・Ａ２

４.軽自動車の構造による減免
　上記１.～３.に関わらず、身体に障がいのある方のために製造もしくは改造された軽自動車等は、申請により軽
自動車税の減免が受けられます（車検証に「入浴車、車いす移動車、身体障害者輸送車」などが明記されたものなど）。
５.減免申請に必要なもの
 上記１.～３.に該当する場合 
①減免申請書　②障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳など　③運転免許証　
④マイナンバーカードなど　⑤納税通知書
※障がいがある方以外が運転する場合「通院・通学証明」の提出が必要です。
※前年に減免申請しており、減免する軽自動車に変更がない場合は、上記書類の代わりに現況届の提出が必要です。
 上記４.に該当する場合 
①減免申請書　②車検証の写し　③マイナンバーカードなど　④納税通知書
※車検証の写しに「車いす移動車」などが明記されていなければ、車体の写真（全体・改造部分・標識）が必要です。
●申請期限と申請場所
　【申請期限】　納税通知書を受領した日から納期限（令和８年６月１日）まで　※期限後の受付不可
　【申請場所】　税務課、挾間・湯布院振興局地域振興課
●注意事項
・  減免申請は、毎年申請または現況届の提出が必要で、減免できるのは普通車・軽自動車を通じて１人１台です
（上記１．～３．に該当する方）。

・  口座振替をされている方の場合、申請日によっては口座から引き落とされてしまうことがありますが、後日還
付します。

●問い合わせ　税務課　☎０９７－５８２－１２６９

～軽自動車税減免のお知らせ～
　由布市教育委員会では、経済的な理由で修学が困難な人のために奨学資金の貸与を行っています。
 一般型奨学資金 
●対象となる学校
①高等学校等：高等学校、高等専門学校、専修学校（高等課程に限る）
②大学等：大学（大学院を除く）、専修学校（専門課程に限る）
●奨学生の要件
①奨学生または保護者が１年以上由布市に住んでいること　
②学校に在学しているか入学する者であること
③経済的理由により学資の支弁が困難であること　
④向学心に富み、学業その他の優れた資質を有すること
●貸与期間　奨学生が在籍する学校の正規の修業期間を上限とします。
●貸与金額

区分 奨学金（月額） 入学一時金
高等学校等 １２，０００円 ―

大学等 ２０，０００円 ２００，０００円以内
●貸与時期　【奨学金】毎年６月・１０月　【入学一時金】奨学生と決定した日から３０日以内
●連帯保証人　次の要件を満たす連帯保証人が２人必要です。
①大分県内に在住の成人の方で、独立して生計を営み、弁済能力があること
②連帯保証人のうち１人が、原則、保護者の方であること
 返還免除型奨学資金 
　一般型奨学資金の要件に加えて、申込時点で次の要件を満たす方は、一定の条件により返還すべき奨学資金の
半額が免除される返還免除型奨学資金の申し込みをすることができます。また、由布高等学校を卒業して大学等
へ進学する方は、非課税の世帯に属していなくても学校を卒業した後、由布市内に居住する意思があれば返還免
除型奨学資金の申し込みをすることができます。
●奨学生の要件
①市民税の所得割が非課税の世帯に属すること　
②学校を卒業した後、由布市内に居住する意思があること
●申込書配布場所（提出先）　教育総務課、挾間・湯布院振興局地域振興課
●申込期間　４月１５日㈬～３０日㈭
※申込締切後、奨学会で選考を行います。
●問い合わせ　教育総務課　☎０９７－５８２－１１７７

由布市・田北奨学生募集のお知らせ

▲由布市公式
　ホームページ

　由布市では、地域経済の活性化および行政資産
の有効活用として、由布市公式ホームページ上で
広告を掲載しています。現在、広告主さまを随時
募集しています。広告の規格や申込方法など、詳
細については由布市公式ホームページをご確認く
ださい。
●掲載場所
　由布市公式ホームページ　トップページほか
（全ページ下部）
●広告掲載料
　月額１０，０００円（税込）
●トップページの年間ビュー数
　約３２０，０００件（令和６年度）※参考値
●問い合わせ
　総務課　☎０９７－５８２－１１１２ ▲由布市公式

　ホームページ

　由布市では、地域経済の活性化および行政資産

バナー広告を募集します！バナー広告を募集します！
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●対象世帯
　市内に住民票があり、自宅にエアコンが１台もない、もしくは故障していて、次の①～⑤全てに該当する世帯
①申請日時点で世帯に６５歳以上の高齢者がいる
②世帯全員が住民税非課税
③世帯全員が市税等に滞納がない
④市内に実店舗を有する事業者に購入設置を依頼する
⑤  生活保護法による被保護世帯である場合は、生活保護法に基づくエアコンの支給を受けることができない世帯であること
※故障例：エアコンが全く動かない、著しく冷房機能が低下している　など
●対象機器
　天井や壁、窓枠などに固定して設置する新品のエアコン
●補助金額
　上限７万円（１世帯につき１回限り）
※  市が事業者に直接補助金を支払いますので、申請者は購入設置費から補助額を差し引いた金額を事業者にお支

払いください。
●必要書類
①申請書（各庁舎窓口および由布市公式ホームページに様式があります）
②見積書（購入費、設置費、品目および型式が分かるもの）
③設置予定箇所の写真
●申請期間
　４月２１日㈫～７月３１日㈮（先着５０世帯に達し次第受付終了します）
●注意事項

要件の確認や事業詳細の説明がありますので、申請前に高齢者支援課までご相談ください。
※事業の詳細や必要書類のダウンロードは由布市公式ホームページからお願いします。
●問い合わせ　高齢者支援課　☎０９７－５２９－７３４９

高齢者の熱中症対策として、自宅にエアコンがない
高齢者世帯にエアコン購入設置費用を７万円まで補助します！

　国民健康保険では、特別の事情（災害、疾病や失業など）がなく国民健康保険税を滞納すると、次のとおり
保険給付が受けられない場合があります。

①  各種保険給付の全部または一部が差し止められ、それらが滞納保険税に充てられます。
②  「特別療養費の支給」への変更措置が行われ、医療機関窓口などでの自己負担割合が通常の「３割（２割）

負担」から「１０割負担」に変更となります。
　滞納状況に著しい改善があった場合には、通常の保険給付が受けられます。
●問い合わせ　保険課　☎０９７－５８２－１１２１

国民健康保険税を滞納した場合の保険給付について
　由布市を花いっぱいにしませんか。地域の緑を豊かにし、生活環境の充実を図る「花いっぱい運動」を推進す
るため、花の苗や種子の購入にかかる費用の一部を補助します。
●申請期間　５月１日㈮から受付開始
※季節によって咲く花の種類は多数ありますが、申請期間であればいつでも申請していただいてかまいません。
　申請は先着順です。予算上限に達し次第、終了となりますのでご了承ください。
※２月末までに植栽・実績報告をする必要があります。
●補助対象　花の苗、種子、土、プランターの購入に要する費用
※  沿道、公園、公共公益用地など誰もが鑑賞できる場所に植えること（活動場所の所有者または管理者から承諾

を得ていること）
●補助対象者
・市の登録を受けたフラワーサポーター（１団体２名以上）
※構成員の半分以上が由布市在住であること。
※補助金の申請と同時に登録していただきます。
・営利、政治または宗教に関する活動や野菜、果物などの収穫を目的とするものではないこと。
●補助金額
　補助金限度額は活動面積によって次のとおりとなります。
　５００　㎡以下　　　　　　　　５，０００円
　５００　㎡超１０００㎡以下　１０，０００円
　１０００㎡超１５００㎡以下　１５，０００円
　１５００㎡超　　　　　　　　２０，０００円
※限度額と経費の実支出額の合計（１００円未満は切り捨て）のいずれか低い額が補助金額となります。
●申込先　環境課、挾間・湯布院振興局地域振興課
●問い合わせ　環境課　☎０９７－５８２－１３１０　

花いっぱい運動補助金

飼い主のいない猫の
不妊・去勢手術費補助金制度について

　飼い主のいない猫の繁殖を抑制し、地域の公衆衛生の向上と良好な生活環境の保持を目的として、飼い主のい
ない猫の不妊去勢手術にかかる費用の一部を補助します。
　手術をする前に必ず申請が必要です。希望される方は環境課までご相談ください。
●申請開始日
　４月１日㈬から
※先着順に申請を受け付けます。予算上限に達した場合は受け付けを終了します。
※令和９年２月末までに手術・実績報告をする必要があります。
●対象となる猫
・由布市に生息する飼い主のいない猫
・不妊去勢手術が未実施であって、おおむね生後６ヵ月以上の猫
※次に該当する場合は、補助の対象となりません。
・他の自治体または団体から補助その他助成措置を受けて実施する予定の猫
・健康状態、病気などにより手術ができない特別の事情がある猫
・飼養する目的の猫

●補助対象者
・市の登録を受けた地域活動団体（２人以上）※個人では申請できません。
・飼い主のいない猫の繁殖を抑制し、住民の良好な生活環境を保持することを目的としていること
・飼い主のいない猫の適正な管理および動物愛護への理解の普及に寄与することを目的としていること
※補助金の申請には、事前に地域活動団体の登録が必要です。登録を希望する方は、環境課までご相談ください。
●補助金額
　手術に要した費用の２分の１の金額。ただし、上限は次のとおりです。
不妊手術（メス） １０，０００円　/　１頭
去勢手術（オス） 　５，０００円　/　１頭

●問い合わせ　環境課　☎０９７－５８２－１３１０

▲由布市公式
　ホームページ

６５歳から７４歳の方が後期高齢者医療制度の
障害認定を受ける際の手続きについて

　申請受付は次のものを持参のうえ、保険課、挾間・湯布院振興局地域振興課で手続きを行ってください。

・障がいの程度が確認できる書類（障害者手帳など）
・  本人確認書類（運転免許証など本人と確認できるもの）およびマイナンバーが確認できるもの（マイナンバー

カードなど）

※  障害認定を受けた方は、認定後も７５歳になるまでは、届け出により将来に向かって撤回することができます。
　この場合、撤回後は国民健康保険または社会保険などに加入することになります。　
●問い合わせ　
　保険課　☎０９７－５８２－１１２１
　大分県後期高齢者医療広域連合　☎０９７－５３４－１７７１

先着５０世帯
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鉄筋コンクリート２階建
昭和５１年築（２ＬＤＫ）

家賃　９，４００～
１７，９００円

渕住宅（庄内町渕） 1 戸

生ごみ処理機の購入費用を助成します
　今年度は上限額を拡充させ、引き続き生ごみ処理機（電気式および非電気式）の購入費用を助成します。生ご
みの量とニオイを減らすため、購入を考えてみませんか？
　別途、お試しレンタル事業も行っています。詳しくは由布市公式ホームページをご覧になるか、環境課へご連
絡ください。
●対象世帯　市内に居住しており、過去に助成金の交付を受けた方が同一世帯にいない方
●対象機器
　乾燥、発酵、分解などの方法により生ごみを減量または堆肥化させる機器であり、申請者が居住する家庭に設
置するもの。
　ただし、次の条件に該当するものは助成対象外です。
・中古品および転売品　・業務用として使用する機器　・ディスポーザー方式の機器
●購入先　市内外問わず家電量販店などの店舗およびオンラインショップやＥＣサイト　など
●助成額　本体購入価格（消費税含む）の３分の２（１００円未満の端数は切り捨て）
　上限額：電気式生ごみ処理機……４０，０００円まで
　　　　　非電気式生ごみ処理機…１５，０００円まで
●必要書類
①交付申請書兼実績報告書、交付請求書（各庁舎窓口および由布市公式ホームページに様式があります）
②領収書、購入証明書などの写し（申請者の氏名、購入費、店舗名、購入日が記載されているもの）
③保証書の写し（申請者の住所、氏名、電話番号、購入日、店舗名および店舗住所が記載されているもの）
④自宅に設置した事がわかる写真　※非電気式生ごみ処理機購入時に保証書が発行されない場合のみ
●申請期限　令和９年３月２６日㈮（※予算がなくなり次第終了）
●注意点
　助成対象となるのは、申請する年度内に購入したものに限ります。なお、まだ予算があるかの確認は、購入前
に環境課までご連絡ください。
●申請先　環境課、挾間・湯布院振興局地域振興課
●問い合わせ　環境課　☎０９７－５８２－１３１０

鉄筋コンクリート３階建
平成４年築（３ＤＫ）
家賃　１９，３００～

３７，８００円

みどり住宅（庄内町畑田） 1 戸

●公営住宅

●問い合わせ
　大分県住宅供給公社
　由布市営住宅管理センター（建設課内）
　☎０９７−５２９−７８９１
　  https://www.oita-jkk.jp/yufu/※公営住宅の家賃は所得に応じた金額となります。

公営住宅

入
居
資
格

①収入が基準額を超えないこと　
②現に住宅に困っている事が明らかなこと
　（持ち家がないこと）
③市県民税等の滞納がないこと
※その他の条件についてはお問い合わせください。

募
集
に
つ
い
て

入居募集期間は４月２０日㈪～２８日㈫
　午前８時３０分～午後５時
希望者複数の場合は抽選とします
　（抽選日時：５月１日㈮　午後１時３０分から）。
入居日は、６月１日㈪以降です。詳細についてはお問
い合わせください。

注
意
事
項

入居契約時に敷金（家賃の 3 ヵ月分）の納付および
連帯保証人が必要です。

鉄筋コンクリート２階建
昭和５７年築（４Ｋ）
家賃１３，５００～

２６，６００円

宮田団地（挾間町北方） 1 戸

　由布市では、道路に面した危険なブロック塀などを除却する費用について一部補助金を支給しています。
●対象　市内にある道路に面したブロック塀などで危険なブロック塀と認められるもの
●補助対象者　除却しようとするブロック塀の所有者および管理者
●補助金額　ブロック塀などの除却費用の１／２以内、上限１０万円
●補助できない場合
・道路に面していないブロック塀など　　　　　・点検の結果、安全対策の必要がないもの
・補助金申請前に工事契約や工事を始めた場合　・市税などの未納がある場合　など
●募集箇所　５ヵ所
●申請期間　４月１３日㈪～１２月１１日㈮
　募集箇所数に達した場合はその時点で締め切ります。
●申込先・問い合わせ　建設課　☎０９７－５８２－１２７３

危険なブロック塀などの除却費用の一部を補助します

木造住宅の耐震診断・耐震改修の補助について
　昭和５６年５月３１日以前に着工された木造住宅は、現在の耐震基準を下回っている可能性があり、地震の際
に倒壊する恐れがあります。もしものときに備えて、大分県木造建築耐震診断士（※）の耐震診断を受け、自宅
の耐震性能を確認しましょう。
（※）‌�知事が登録した建築士事務所に所属する建築士で、知事の指定する耐震診断講習を受講し、大分県に登録した者

耐震アドバイザー派遣

　建築士がお宅に訪問し、簡単な診断を行い、耐震に関する相談などに応じます。
●対象
　平成１２年５月３１日以前に着工された「２階建て以下の木造住宅」・「２階建て以下の木造アパート」
●費用　無料
●申込先・問い合わせ　大分県建築士事務所協会　☎０９７－５３７－７６００

耐震診断・耐震改修

 耐震診断 
●対象　「昭和５６年５月以前」に着工された“木造戸建て住宅”（アパートを除く一定の条件を満たす建築物）
●募集戸数　１０戸
 耐震改修・部分耐震改修 
●対象　耐震診断の結果から改修が必要と認められた建築物
●手数料　１５，０００円（大分県建築士事務所協会への審査依頼手数料）
●補助金額（令和７年度から、金額が一部変更になりました）
①耐震改修　耐震改修工事に係る経費（最高１５０万円）
②部分耐震改修　改修費用の２／３以内（最高６０万円）
※補強により一定以上の耐震性が確保できる場合に第一段階として補助するものです。
③シェルター設置型改修　改修費用の２／３以内（最高３０万円）
※‌�住宅が倒壊しても最小限の生存空間を確保することを目的に、寝室などに丈夫な箱「シェルター」を設置す

る場合に補助するものです。
●募集戸数　３戸
●申請期間　４月１３日㈪～１２月１１日㈮
　いずれも募集戸数に達した場合はその時点で締め切ります。
●申込先・問い合わせ
　建設課　☎０９７－５８２－１２７３

▲‌�由布市公式
　ホームページ

市営住宅の入居者募集
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市政ニュース

　向之原駅の安全性向上と利便性向上のため、駅前広場の整備事業を実施します。工事期間中はご不便をおかけ
しますが、ご理解とご協力をお願いします。
●主な整備内容
・‌�ロータリーの設置：‌�送迎車両の混雑解消と歩行者の安全確保のため、一部駐車場を廃止し、新たにロータリー

を整備します。
・駐輪場の移設：‌�整備工事に伴い、現在の駐輪場所を変更します。
●工事期間（予定）
・令和８年４月～令和９年３月末
※‌�詳細なスケジュールや通行規制、駐輪場の移設先は、現

地の案内看板や由布市公式ホームページで随時お知らせ
します。

●利用者の皆さまへのお願い
　工事中は歩行ルートや駐輪場所が制限されます。現地の
誘導に従い、安全な通行にご協力ください。
※‌�移設先の詳細や完成イメージは、ＱＲコードからご確認

ください。
●問い合わせ
　挾間振興局地域振興課
　☎０９７－５８３－１１１１

向之原駅前広場　整備工事のお知らせ

老朽危険空き家等の除却に対する補助について
　周辺の住環境などを悪化させている老朽危険空き家等から市民の安全および財産を保護し、安全かつ安心して
暮らすことができる生活環境を確保するため、老朽危険空き家等の除却を行う際に補助金の交付を行います。

 老朽危険空き家等とは 
　居住用の建築物であり、日ごろ居住やその他の利用がされておらず老朽化によって倒壊などの危険があるもの
を指します。
●補助金額　物件の除却に要する費用に１０分の８を乗じて得た額（上限５０万円）
※家財道具、機械、車両などの処分費を除く費用
●募集戸数　４戸
●申請期間　４月１３日㈪～１２月１１日㈮
●申込先・問い合わせ　建設課　☎０９７－５８２－１２７３

ボランティア募集内容

学
校
・
幼
稚
園
に
お
け
る
活
動

●
学
習
支
援

家庭科　
ミシン指導

家庭科　
調理指導

運動指導
体操・ダンス　など

運動指導
走り方　など

その他技術科　
木工指導 書写指導 音楽指導（楽器） 音楽指導（歌）

町探検見守り プール見守り リトミック 読み聞かせ

●
講
話

地域の話
（歴史・文化）

地域の話
（活動・祭り） 地域の偉人 井路

その他
職業講話 性教育 高崎山城 大湯鉄道

●
体
験
活
動

●
見
学
支
援

昔の道具体験
（農具・工具　など）

農業体験
（田植え・稲刈り）

農業体験
（野菜・果物　など）

自然観察体験
（川・山・虫　など）

その他郷土料理作り
（だんご汁・やせうま　など）

工芸体験
（竹細工　など）

芸能体験
（神楽・太鼓　など）

昔の遊び
（竹馬・お手玉　など）

職場体験 国際交流
（コミュニケーション） 男池見学ガイド 町探検ガイド

●環境整備活動（花壇の整備・草刈り・剪定　など）

学校
幼稚園

・挾間中学校　・庄内中学校　　 ・湯布院中学校　・石城小学校　　 ・由布川小学校　・挾間小学校
・谷小学校　　 ・阿南小学校　　 ・東庄内小学校　・西庄内小学校　・湯布院小学校　・川西小学校
・塚原小学校　・由布川幼稚園　・挾間幼稚園　　 ・西庄内幼稚園　・由布院幼稚園

公
民
館
・
図
書
館

に
お
け
る
活
動

●
講
座
・
教
室
等

運動教室講師 体験活動講師 学習活動講師 料理教室講師

その他託児 障がい者の
体験活動補助

子どもの
体験活動補助

子どもの
学習活動の補助

読み聞かせ 読み聞かせボランティア 
「どんぐり」（挾間）

読み聞かせボランティア 
「秋桜の会」（庄内） 

読みかたりグループ
 「このゆびとまれ」(湯布院)

公民館 ・挾間公民館　・庄内公民館　・湯布院公民館　・川西公民館　・湯平公民館

図書館 ・ゆふポ挾間図書館　・ゆふポ庄内図書館　・ゆふポ湯布院図書館

・‌�社会教育課（公民館）では、学校等の要望による活動支援を行っています。本募集は、その支援を円滑に行う
為、事前に支援にご協力頂ける方を把握することを目的で行っています。お申し込み後、学校などのニーズ
と、お申し込み頂いた内容が一致しましたら、改めて支援のお願いをさせて頂きます。

・‌�「学校・幼稚園における活動」の支援については、活動協力金として、１回当たり３００円を支給（月の上限な
どあり）します。また、 「公民館における活動」は、内容により謝金があります。詳細は社会教育課までお問い
合わせください。

・‌�活動中（移動中）の怪我などの保険は、公民館総合保障制度により対応しますが、保険の適用範囲外となる場
合もありますので、ご了承ください。

●申込方法　
　社会教育課、各公民館の窓口、または申込専用フォームからお申し込みください。
●問い合わせ
　社会教育課　☎０９７－５８２－１２０３

地域学校協働活動等のボランティアに
参加しませんか？

　由布市では、由布市内の民間建築物で吹付け建材のアスベスト調査分析に要した費用を補助します。
●対象　アスベストが建材に使用されているおそれがある由布市内の民間建築物
●補助金額　専門分析機関に委託した費用の全額（上限２５万円）
●募集戸数　１戸
●申請期間　４月１３日㈪～１２月１１日㈮
●申込先・問い合わせ　建設課　☎０９７－５８２－１２７３

アスベスト調査分析に要した費用を補助します

‌�◀由布市公式
　ホームページ

‌�◀申込専用
　フォーム

完成イメージ図

趣味や経験を活かしたり、空いた時間を活用し、学校・幼稚園・公民館・図書館での活動に
協力して頂ける方を募集しています。

　「地域学校協働活動」とは、幅広い地域住民などの参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや成長を支える
とともに地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働して行うさまざまな活動です。
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ゆーふー主任のまちかどズームアップ

１
０
０
歳
を
祝
っ
て

１
０
０
歳
を
祝
っ
て

長長
寿寿

　３月１３日、相馬市長が湯布院町川北の有
料老人ホーム虹色を訪れ、右田百合子さんが
１００歳を迎えたことをお祝いしました。右
田さんは小学校の先生や幼稚園の先生として
活躍されていたそうです。また大正琴が好き
で、家でみなさんに教えていました。施設で
は「みなさんも１００歳までいけます！」と
入所者の方々にエールを送りました。いつま
でもお元気で長生きしてください。

１
０
０
歳
を
祝
っ
て

１
０
０
歳
を
祝
っ
て

長長
寿寿

　３月１３日、相馬市長が湯布院町川西の佐
藤アサ子さんのご自宅を訪れ、１００歳を迎
えたことをお祝いしました。佐藤さんはゲート
ボールが得意で、大分県大会で優勝し、全国
大会へ出場を果たすほどの腕前だったそうで
す。また、音楽も好きで息子さんに演歌を流
してもらい、よく口ずさんでいるそうです。長
寿の秘訣は「よく動くこと」とのことです。い
つまでもお元気で長生きしてください。

企業名 豊洋精工株式会社
本社所在地 大分県国東市安岐町大添４５４番地１

寄付額 １，０００，０００円
寄附年月日 令和８年２月５日

寄附
対象事業

由布市での若い世代の結婚・出産・
子育ての希望をかなえる事業

企業ホーム
ページ https://hoyo-g.jp/

　「企業版ふるさと納税」は、企業（青色申告
書を提出している法人に限る）を対象とし、内
閣府に認可された、由布市の地方創生に係る

事業へ活用され
ることを目的と
して、寄附を行
うことが可能な
制度です。

寄

豊
洋
精
工
株
式
会
社
様
か
ら

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

附
　２月２２日、第１９回庄内公民館まつりが
開催され、日ごろから庄内公民館で活動して
いる団体などが、１年の集大成を披露しまし
た。ステージでは庄内ジュニアリーダーの司
会進行により９団体の発表、ロビーでは４団
体の作品展示や茶道教室によるお茶席、囲碁
教室と手芸教室の体験コーナーのほか、庄内
ジュニアリーダーによる手作りシフォンケー
キの販売がありました。また、特別出演とし
て「庄内子供神楽愛好会」が出演し、多くの

方の来館により会
場は大いに賑わい
ました。

開

１
年
の
集
大
成
を
披
露
！

第
19
回
庄
内
公
民
館
ま
つ
り
開
催

催

　３月２日、挾間中学校で体育館のエアコン
配備・増設校舎完成の感謝の集いが行われま
した。これは、同中学校の生徒会が感謝を形
にしたいと計画したものです。集いには建設
に携わった事業者や自治区の方が招待され、
吹奏楽部の演奏や挾間中学校ＯＢも所属する
由布はさま太鼓の演奏が披露されました。最
後には花束が贈呈され、招待者は笑顔で受け
取りました。式終了後には、完成した増築校
舎がお披露目されました。

完

挾
間
中
学
校
新
校
舎
完
成
！

感
謝
を
込
め
て

成
　３月２日、交通安全協会挾間支部の工藤勢
津子支部長が挾間中学校を訪れ、生徒会へ道
路交通法改正の啓発チラシを手渡しました。
４月１日からは１６歳以上の自転車違反者に
反則金が課されるなど、中学生に関わるルー
ルも厳格化されます。生徒会長の安部颯之助
さんは「チラシを活用し、より一層の安全運
転に努めます」と話しました。

交

道
路
交
通
法
改
正
に
伴
っ
て

啓
発
活
動

通

　３月４日、挾間陸上クラブの選手が本庁
舎を訪れ、２月に行われた第３４回大分県ス
ポーツ少年団駅伝交流大会男子の部で優勝し
たことを相馬市長に報告しました。７人の選
手が１本の襷を繋いで約１０kmのコースを
走り抜き、参加した４４チームの頂点に立ち
ました。優勝したことに選手は「『おめでと
う』と言われるのが嬉しい。支えてくれた人
に『ありがとう』と伝えたい」と話しました。

優

44
チ
ー
ム
の
頂
点
に
！

挾
間
陸
上
ク
ラ
ブ
が
快
走

勝
　３月７日、大分県立図書館で「子ども司書
養成講座」認定式が行われました。子ども司
書に認定されたのは、市内の小学５・６年生
７人で、認定式には６人が出席しました。子
どもたちは１年間、県立図書館や市立図書館
で司書の仕事体験を行ったほか、本の紹介
カードの作り方や読み聞かせの方法などにつ
いて学びました。また、県内での講座だけで
なく、久留米市の図書館流通センターや大刀
洗町立図書館の見学も行い、図書館の仕事や
役割について理解を深めました。今後は、子
ども司書として学校や地域で活動を続け、読

書の輪を広げる役
割を担ってくれる
ことを期待してい
ます。

司

「
子
ど
も
司
書
」
誕
生
！

書

　３月９日、庄内中学校で同中学校２年生の吉
瀨凜さんに、大分地方法務局人権擁護課長か
ら第４４回全国中学校人権作文コンテスト中央
大会の表彰状が授与されました。このコンテス
トは、次代を担う中学生に、豊かな人権感覚を
身に付けてもらうことを目的として法務省と全
国人権擁護委員連合会が実施しています。吉
瀨さんの作文「私の課題」は、大分県大会でも
最優秀賞を受賞。全国コンテストに出品され、
７２１，０５８人の応募の中から、奨励賞に選
定されました。

　３月８日、第２５回はさま未来館まつりが
はさま未来館で開催されました。日ごろから
はさま未来館で活動している団体などが出演
者となり、活動成果の披露の場として、ダン
スや太鼓など１８団体の華やかなステージ発
表や４団体の個性豊かな作品展示が行われ、
会場に訪れた多くの来場者を魅了していまし
た。また、挾間地域で活動している各種団体
による喫茶やポップコーンなどの販売、挾間
ジュニアリーダーの子どもたちによる催し
や、キッチンカーも来て子どもたちの元気な

声と笑顔で会
場は大いに賑
わいました。

受

第
44
回
全
国
中
学
校
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

中
央
大
会
奨
励
賞
受
賞

賞 開

み
ん
な
で
つ
く
る

第
25
回
は
さ
ま
未
来
館
ま
つ
り
開
催

催

　３月１９日、竹内牧場「みるく村」の竹内正
敏代表が本庁舎を訪れ、第５７回大分県農業
賞大分県知事表彰の特別賞を受賞したことを
相馬市長に報告しました。平成８年の開業以
来、３０年に渡り６次産業に取り組んでいるこ
と、息子家族を含む家族３世帯経営の体制を
確立していることなどが大きく評価され、今
回の受賞につながりました。竹内代表は受賞
に際し「家族が仲良く、しっかりと支え合って

きたからこ
そ受賞でき
た」と笑顔
で話しまし
た。

　３月１９日、湯布院町の特別養護老人ホー
ム白心荘で毎年恒例の料理慰問が行われまし
た。これは大分県日本調理技能士会が社会福
祉に貢献することを目的として続けており、
今年で１４回目を迎えました。今回は活動に

賛同していただい
た事業者の方々か
らの提供を受け、
『 お 花 見 弁 当 』
１００個が同施設
に 入 所 し て い る
方々に届けられま
した。

受

み
る
く
村
が
特
別
賞
を
受
賞
！

〝
モ
デ
ル
的
な
家
族
経
営
〞
と
高
い
評
価

賞 慰

ま
ご
こ
ろ
を
込
め
て

今
年
も
料
理
慰
問
を
実
施

問

2021 2026. ４　市報ゆふ 市報ゆふ　2026. ４



ゆふスポ！まちのスポーツ情報 ゆふスポ！まちのスポーツ情報

　２月１１日、クラサス武道スポーツセンターにて「後藤建寿杯第４０回大分県なぎなた総合選手権大会」が開催さ
れました。結果は次のとおりです。
●演技競技
　小学生低学年の部　１位　今川　蓮月・田中　咲和　　　　　
　　　　　　　　　　２位　佐藤　未明・藍沢　心結
　小学生高学年の部　１位　三浦　莉都・松下萌笑子
　中学生の部　　　　１位　鶴原　瑛乃・三重野鈴奏
●試合競技
　小学生低学年の部　１位　田中　咲和　　
　　　　　　　　　　２位　今川　蓮月
　　　　　　　　　　３位　佐藤　未明
　小学生高学年の部　１位　和田　　渚　　　
　　　　　　　　　　２位　衛藤　　杏　　　
　　　　　　　　　　３位　野木　優梨
　中学生の部　　　　１位　工藤　　涼　
　　　　　　　　　　３位　三重野鈴奏

後藤建寿杯　第４０回　大分県なぎなた総合選手権大会

　幅広い年齢の方を対象にスポーツを中心とした各種事業を実施している総合型地域スポーツクラブの
活動をお知らせします。

総合型地域スポーツクラブの活動を紹介します！

■みことスマイルインクラブ
　皆さまのご協力のおかげで１７年目を迎えることができま
した。誰でも参加できるようにスタッフ一同で頑張りますの
で、よろしくお願いします。
　バドミントン、なぎなた、ミニバレー、ミニテニスなど
１０教室、特に、なぎなたのジュニアが毎年全国に出場し、
シニア（県体に出場し優勝）の方も活躍しました。また、各
種イベントを年間１０回程度開催しており、すこやかスポー
ツ祭（グラウンドゴルフ競技）や、健康おせったいウォーキ
ングは人気が高いイベントとなっています。
　アスリートを目指すだけでなく、スポーツを通じて健康づ
くりと会員同士の関係を深め、活気に満ちたクラブを目標に
しています。興味のある方は、気軽にお問い合わせください。
●活動拠点　庄内体育センター、東庄内小学校体育館、旧大津留小学校体育館
●問い合わせ　☎０９０－８９１８－６６９１

　２０１４年に発足し設立１３年を迎え
ました。
　スポーツの力で挾間地域の皆さんが元
気になる事を目的に各種教室や大会・イ
ベントを行っています。今後も誰でも気
軽に楽しめる軽スポーツ（玉入れ・卓球
バレーなど）を提供していきたいと思っ
ています。自治区で、友達同士で、何か
したい時やスポーツに関する事はぜひお
声掛けください。

■スポーツクラブHASAMA

●活動拠点　　挾間体育センター
●現在の会員数　２８２人（ジュニア１１４人、一般４４人、シニア１２４人）
●問い合わせ　☎０９７－５８３－２８８１

■ＮＰＯ法人ゆふいんチャレンジクラブ
　合言葉は、「スポーツで笑顔と元
気！！」ゆふいんチャレンジクラブは、
設立１７年を迎えました。子ども向け７
教室、大人向け１１教室を運営。最近で
はスポーツだけではなく、大人の脳トレ
健康マージャン教室も開催。昔取った杵
柄でみなさん楽しんでおられます。
　月５００円の会費を払えば、どの教室
にも参加ＯＫ。教室以外にも年間を通し
てウォーキングイベントやペタンク大
会・キンボール大会・スポーツレクリ
エーション大会などを開催しています。たくさんのご参加をお待ちしております。
●活動拠点　湯布院Ｂ＆Ｇ海洋センター
●現在の会員数　２３５人（ジュニア８７人、一般３３人、シニア１１５人）
●問い合わせ　☎０９７７－８４－２１３３

　２月２１日、第４回由布市風の子マラソン大会が庄内総合運動公園で開催されました。大会には４・５歳児の親子
２２組と小学生の男女８６人が健脚を競いました。寒い中一生懸命に走る子どもたちの姿はとても輝いていました。
結果は次のとおりです。

部　門 優　勝 準優勝 ３　位
未就学児男子の部 三重野烈登 溝邉　志生 関谷　琉翔
未就学児女子の部 首藤　紬希 西口杏桜那 三重野　楓
小学１年生男子の部 安東　稜真 生野　柚佑 平野　颯人
小学１年生女子の部 飯倉　由望
小学２年生男子の部 佐藤　大馳 小野ひかり 堀　　緑太
小学２年生女子の部 服部一智子 三重野　詩 八川　紬稀
小学３年生男子の部 秦　　叶多 蒲原凛太朗 衛藤　照輝
小学３年生女子の部 河野　　空 金澤　碧麗
小学４年生男子の部 幸丸　幸弥 佐藤　陽路 飯倉　歩士
小学４年生女子の部 三重野百香 岩橋　陽葵
小学５年生男子の部 松本　創葵 髙橋　　縁 工藤　　駿
小学５年生女子の部 山崎　杏音 渡邊実咲季
小学６年生男子の部 関谷　琉蒼 小俣　真也 岩橋　琉聖

第４回由布市風の子マラソン大会

　３月７日、由布市スポーツ少年団の卒団式が、本庁舎
で開催されました。式には、スポーツ少年団を卒団する
５３人のうち２３人（６単位団）が出席しました。由布
市スポーツ少年団本部長の橋本洋一教育長が、各団の代
表者に卒団証書と記念品を手渡し「これからもスポーツ
少年団活動を通じて得た経験や友情を大切にしてがん
ばってください」と激励しました。また、庄内少年野球

クラブの清田創介
さんが卒団員を代
表し、これまでス
ポーツ少年団活動
を支えてくれた指
導者、保護者に対
して感謝の気持ち
を述べました。

令和７年度
由布市スポーツ少年団卒団式

　３月４日から９日にかけて、明治大学の体育会射撃部
の選手らが由布市で合宿を行いました。これは、強豪チー
ムである同部に由布市で合宿を行ってもらうことで、由
布市内競技者の競技力の向上と競技者数の増加を図るこ
とを目的に開催されたものです。３月５日には激励会が
開かれ、相馬市長や明治大学校友会の方からエールが送

られました。期間
中は、由布高校射
撃部との合同練習
や、県内外から参
加可能な交流イベ
ントが開催され、
参加者らは多くの
学びを得ることが
できました。

ようこそ由布市へ！
明治大学体育会射撃部が由布市で合宿を開催！
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健康ナビ

由布市母子免疫ワクチン予防接種の実施について由布市母子免疫ワクチン予防接種の実施について
令和８年４月１日から定期接種の対象となります

●母子免疫ワクチンとは
　生まれたばかりの乳児は免疫の機能が未熟であり、自力で十分な量の抗体をつくることができないとされてい
ます。母子免疫ワクチンとは、妊婦が接種すると、母体内で作られた抗体が胎盤を通じて胎児に移行し、生まれ
た乳児が出生時から病原体に対する予防効果を得ることができるワクチンです。
●対象者
　接種時点で、妊娠２８週０日から３６週６日までの妊婦の方
　過去妊娠時に組換え母子免疫（ＲＳウイルス）ワクチンを接種したことのある方も対象です。
※接種する前には必ず、現在かかりつけの産婦人科医師等に次の①、②を確認してください。
　①接種が可能であるかの確認　　②接種可能期間（妊娠週数の変更等がないか）であるかの確認
●接種回数（接種方法）　妊娠ごとに１回（筋肉内に接種）
●接種期間　妊娠２８週０日から３６週６日までの間に１回接種
●接種料金　無料
●接種場所　大分県内産婦人科などの予防接種契約医療機関
※事前に医療機関へ連絡し予約をしてください。母子手帳を受診時に持参してください。
●問い合わせ　健康増進課　☎０９７－５８２－１１２０

 食のボランティア“食生活改善推進員” 
　「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに、地域で食を通じた健康づくりを
お手伝いするボランティアです。栄養バランスの良い食事の大切さを伝える活動を
しており「食

しょく

推
す い

」の略称で親しまれています。
 “食推”になって活動してみませんか？ 

受講生募集令和８年度『食生活改善推進員』養成講座
『食を知り、食を楽しみ、食を伝える』、そんな人になりませんか？

●申込先・問い合わせ　健康増進課　☎０９７－５８２－１１２０

【講義】
　栄養バランス、糖尿病と食事　など
【調理実習】
※概ね２ヵ月に１回行います。
　適塩食、糖尿病食、行事食　など

　健康増進課までお電話ください。

講座内容

申込方法

　１５人（先着順）
※８人以上で開催となります。

定　　員

　４月３０日㈭

申込締切

　テキスト代など　２，０００円程度
※  修了後、協議会に入会する際に年会費、
エプロン購入費が別途かかります。

ゆふ健康マイレージ
　２，０００ポイント付与

参加費用

食推の主な活動
　調理教室の開催、地域
での普及啓発活動、定例
研修会での自己学習など

 由布市内に在住の方
   養成講座を１年間受講できる方
   養成修了後に食生活改善推進員と
してボランティア活動ができる方

　５月～令和９年３月
　毎月第３火曜日（全１１回予定）
※  会場や祝日などの都合により変更
になる可能性があります。

★５月１９日㈫に開講式を行います。

午前９時３０分～午後１時（予定）
※  当番月は午前９時からの場合があ
ります。

　本庁舎　保健センター2階
　災害対策本部室・調理室　など

参加条件 開催日 時　　間

場　　所

①  市が主催する
　養成講座を
　１年間受講

②  由布市食生活改善
　推進協議会に入会

③  お住まいの
　地域の支部に
　所属し活動

挾　間
庄　内
湯布院

食推食推のの健幸応援レシピ健幸応援レシピ カロリーオフ編カロリーオフ編
　食育ボランティアである食生活改善推進員（略して食推）が研修会などで使用した減塩、
野菜、カロリーオフレシピなどを紹介します。

低カロリーで食物繊維が豊富な
きのこを使ったレシピです

食推については
こちら

きのこと新玉ねぎのマリネ

（１人あたり）エネルギー４６kcal　食塩相当量０.７ｇ

しめじ  …………………… １００ｇ
しいたけ  ……… 小２個（３０ｇ）
新玉ねぎ  … 中１／４個（４０ｇ）
サラダ油  ………………… 小さじ１

酢  …………………… 大さじ２
塩  ……………… 小さじ１／４
こしょう  ………………… 少々

A

材料 ２人分

●問い合わせ　健康増進課　☎０９７－５８２－１１２０

① しめじは石づきをとり子房に分ける。しいたけは石づきをとり薄切りにする。
② 玉ねぎは薄切りにし、Ａと混ぜ合わせておく。
③ フライパンに油をひき、しめじ、しいたけを加え、全体に油が回ってしんなりするまで炒める。
④ ③を熱いうちに②に加えて混ぜ合わせ、味がなじむまで１０分程度おいておく。

作
り
方

【活動場所】中村公民館
【活動頻度／時間】月１回（金曜日）／午前１０時から
【対象者】中村地区の方　【人数】１６人

●問い合わせ　高齢者支援課　☎０９７－５２９－７３４９

市報deお茶の間サロン紹介　No. ３７ ～挾間地域：中村にこにこクラブ～

笑顔でつながる健康づくり！ちょっと出向いて、楽しい
ひとときを一緒に過ごしませんか。ご近所で仲間づくり
しませんか。

令和８年度 帯状疱疹ワクチン予防接種の実施について帯状疱疹ワクチン予防接種の実施について
　対象者に接種券を送付しております。詳細はそちらをご確認ください。
●接種期間　４月１日から令和９年３月３１日まで
※  過去に帯状疱疹ワクチン予防接種などに相当する予防接種を受けたことのある方で、当該予防接種を行う必要
がないと認められる場合は対象外となります。

●令和８年度の助成対象者は次の生年月日の方

●自己負担額
生ワクチン　１回接種　３，０００円（生活保護世帯は無料）　
不活化ワクチン　２回接種　１回あたり　７，０００円（生活保護世帯は無料）　

※不活化ワクチンを接種希望の方は、遅くとも令和９年１月までに１回目の接種をしてください。
※  上記の助成対象者で、令和９年４月１日以降に接種した分は、全額自己負担（助成無し）となりますのでご注
意ください。

●接種場所　由布市内・県内予防接種医療機関
※事前に医療機関へ連絡し予約をしてください。
●問い合わせ　健康増進課　☎０９７－５８２－１１２０

６５歳：昭和３６年４月２日～昭和３７年４月１日生 ７０歳：昭和３１年４月２日～昭和３２年４月１日生
７５歳：昭和２６年４月２日～昭和２７年４月１日生 ８０歳：昭和２１年４月２日～昭和２２年４月１日生
８５歳：昭和１６年４月２日～昭和１７年４月１日生 ９０歳：昭和１１年４月２日～昭和１２年４月１日生
９５歳：昭和　６年４月２日～昭和　７年４月１日生 　１００歳：大正１５年（昭和元年）４月２日～昭和２年４月１日生
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　挾間地域放課後子ど
も教室「学楽多塾」の土
曜クッキング教室のレ
シピ集第２弾が発刊さ
れました。地元の農 産
物を使った季節の料理
や、本格派パティシエ考
案の簡単スイーツなど
作ってみたくなるレシピ満載の一冊です。

 ５月のおはなし会 
●ゆふポ挾間図書館　　５月２７日㈬（毎月第４水曜日　午前１０時３０分から）
●ゆふポ庄内図書館　　５月１０日㈰　午前１１時から
●ゆふポ湯布院図書館　５月１４日㈭（毎月第２木曜日　午前１０時３０分から）
 ４月　テーマ・企画展示 
●ゆふポ挾間図書館　　特別展示「ともだちっていいな♪」
　　　　　　　　　　　特別展示「いろいろおしごと」
●ゆふポ庄内図書館　　一般「本屋大賞特集」
　　　　　　　　　　　児童「おでかけ」
●ゆふポ湯布院図書館　一般「１２か月の本」　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　児童「発明の日」

ゆふポ挾間図書館 由布市挾間町挾間１０４番地１（はさま未来館２階・３階）
火～金　午前１０時～午後６時／土・日　午前１０時～午後５時
☎０９７－５８６－３１５０

ゆふポ庄内図書館 由布市庄内町大龍１４００番地（庄内公民館内）
火～金　午前１０時～午後６時／土・日　午前１０時～午後５時　
☎０９７－５８２－０２１４

ゆふポ湯布院図書館 由布市湯布院町川上３７３８－１（ゆふいんラックホール１階）
火～金　午前１０時～午後６時／土・日　午前１０時～午後５時
☎０９７７－８４－２６０４

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始

（由布市立図書館）

図書館だより
— 2026. ４—

新着図書一覧 ～新着図書の一部を紹介します～

分　類 書　　名

庄
内

一 般007.6 エ エンジニアのための生成ＡＩ入門　高橋　あおい
一 般596 ム 家族と私がうれしいごはん　　　　村井　理子
一 般913.6 イ 少年とハリス　　　　　　　　　　　稲葉　稔 分　類 書　　名
文庫本B443.9 サ 眠れなくなる未来の宇宙のはなし　佐藤　勝彦

挾
間

一 般807 オ 外国語を独学で極める技術　　　　大山　祐亮
しらべ学507 セ 世界を変えた！日本の発明品３０選 一 般913.6 ナ 青青といく　　　　　　　　　　永井　紗耶子
絵 本E ダ ダンゴムシはめいろのたつじん？　スギヤマ　カナヨ 文庫本B913.6 イ 架空通貨　　　　　　　　　　　　池井戸　潤

湯
布
院

一 般291 ヨ ４７都道府県だけじゃない日本の分け方 子育て599.3 オ おとママさんのおいしいフリージング離乳食・幼児食
一 般811.2 サ 魚へん漢字おいしい解体新書　魚偏漢字研究所 健 康S490.1 オ 関係のよくない親を看取るということ　岡山　容子
一 般902.3 ホ あなたのモヤモヤに効く世界文学　堀越　英美 郷 土H673 ク 商店街　　　　　　　　　　　　桑原　真理子
くらし007.1 サ この１冊でしっかりわかるＧｅｍｉｎｉの教科書 湾 曲673.9 キ キッチンカービジネスのすべて
健 康498.3 ワ メンタルが壊れない２３の習慣　－元幹部自衛官が教える－ しらべ学757 ナ かっこいいピンクをさがしに　なかむら　るみ
ヤング973 カ アルトローヴェ　－ふしぎな村の物語－　ミケーレ・カッペッタ 児 童913 ヤ 万丸食堂、奇跡のソフトクリーム　山本　悦子

今月の新着本を
一覧表示できます。→

▲由布市立図書館
公式ホームページ

今
月
の
お
す
す
め

PI
CK UP!

『けんちゃん』
こだま　著　扶桑社　発行

一般　913.6／コ

　ダウン症のけんちゃん
は 大 好 物 の ペプシを 制
限され部屋に立てこもる
ちょっとめんどくさいや
つ。彼との交流を通して少
しずつ変化する支援学校
職員、コンビニ店員、記者、
生徒。それぞれの目線で
描かれた連作小説です。

ゆふポ庄内図書館ゆふポ湯布院図書館
　有名な絵画には盗難
の危険がつきもの。こ
の本は１０カ国で実際
に起きた絵画盗難事件
の顛末を書いています。
犯人は金銭目的か絵画
熱愛者か。事件はドラ
マや映画のようにはい
かないようです。

『美術館強盗事件簿』
フィリップ・デュラン　著

草思社　発行　一般　706.7／デ

ゆふポ挾間図書館

２０２６年・第６８回こどもの読書週間
●期間　４月２３日㈭～５月１２日㈫　　●標語 「ことばがきみのはねになる」

 ゆふポ挾間図書館 
●１日限定企画「紙皿でつくろう★ゆらゆらこいのぼり」
・日時　４月２６日㈰（開館時間中随時参加可能）
●児童参加企画「『からすのパンやさん』クイズ」
　　　　　　　「みんなのはねになれ！」
　　　　　　　「ポケモンをさがせ！」
・期間　４月２１日㈫～５月１０日㈰
●「こどもの読書週間標語のしおりの配布」
・期間　４月２１日㈫～５月１０日㈰
●「どんぐりのおはなしかい」
・日時　４月２５日㈯　１０時３０分から

 ゆふポ庄内図書館 
●「絵本クイズ」「しおりのプレゼント」
・期間　４月２３日㈭～５月１２日㈫
 ゆふポ湯布院図書館 
●「図書館クイズ」
・対象　幼児～中学生
・期間　４月２３日㈭～景品がなくなり次第終了
●「こどもの読書週間おはなし会」
・場所　ゆふいんラックホール３階　活動室
・日時　４月２５日㈯１０時３０分から
●「しおりの配布」「メッセージを書いてこいのぼりを泳がせよう！」
・期間　４月２３日㈭～５月１２日㈫

４月のカレンダー　　　 　　休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

５月の休館日 ３日㈷～６日（振休）・11日㈪
　　　　　　18日㈪・25 日㈪・26日㈫

由布岳山開き祭由布岳山開き祭
由布市と別府市の境に位置する由布岳の
麓で登山者の安全を祈願します。
日にち　５月１０日㈰
時　間　午前８時３０分から
場　所　由布岳正面登山口
問い合わせ

　  湯布院振興局地域振興課
　☎０９７７－８４－３１１１

黒岳山開き黒岳山開き
登山者の安全を祈願する神事が行われ、
記念品の配布などが行われます。
日にち ４月２９日（水・祝）
時　間　午前８時３０分から
場　所　庄内町　男池駐車場
問い合わせ
庄内振興局地域振興課

　☎０９７－５８２－１１１３

庄内神楽定期公演庄内神楽定期公演
日にち　  ５月１６日㈯
時　間　午後６時～９時
場　所　  庄内総合運動公園　神楽殿

（雨天時：庄内公民館）
問い合わせ

　  庄内神楽座長会事務局（庄内振興局地域振興課）
　☎０９７－５８２－１１１３

湯平温泉まつり湯平温泉まつり

日にち　  ５月１７日㈰
場　所　湯平温泉
問い合わせ

　  湯平温泉観光案内所
　☎０９7７－８６－２３６７

塚原高原コモレビカフェ塚原高原コモレビカフェ
地元の農家の方たちや湯布院の人
気ショップによる出店、音楽や楽
しいワークショップなどが行われ
ます。
日にち ５月２４日㈰
時　間　午前１１時～午後４時
場　所　塚原高原　みるく村
問い合わせ
湯布院塚原高原観光協会
　☎０９７７－８５－２２５４

月一の奉月一の奉
日にち

　  ４月１９日㈰・５月１０日㈰
時　間
午後１時～２時
場　所

　  乙丸公民館
問い合わせ

　  湯布院振興局地域振興課
　☎０９７７－８４－３１１１

YUFUIN RIDE ２０２６YUFUIN RIDE ２０２６
長距離コースと、初心者でも安全な短距
離コースがあり、自然豊かなコースを満
喫できます。
日にち　  ５月３１日㈰
時　間　午前９時１５分から
場　所　湯布院町内
問い合わせ
由布院観光総合事務所

　☎０９７７－８５－４４６４

ののイベントイベント情報情報春春
第７６回ゆふいん温泉まつり第７６回ゆふいん温泉まつり

由布院温泉の豊かな恵みに感謝する「献
湯祭」やお湯かきレース、伝統芸能の公
演など多くの催しが行われます。
日にち ４月２９日（水・祝）
時　間　午前１０時３０分から
場　所　国民宿舎跡地
問い合わせ
湯布院振興局地域振興課

　☎０９７７－８４－３１１１

令和８年度令和８年度
由布市由布市

『ごはんをつくろう　Ｐａｒｔ２』
ＮＰＯはさま未来クラブ　企画・編集・発行
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●申込方法　右のQRコードからお申し込みください。
●申込期限　※随時お申し込み可能です。
●問い合わせ　【挾間地域】　挾間公民館　　☎０９７－５８３－１１１８
　　　　　　　【庄内地域】　庄内公民館　　☎０９７－５８２－０２１４
　　　　　　　【湯布院地域】湯布院公民館　☎０９７７－８４－２６０４

　

５
月
31
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
~
午
後
０
時
30
分

　

る
る
パ
ー
ク
交
流
研
修
館
大
研
修
室

※
両
日
と
も
同
じ
内
容
に
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
間　

４
月
27
日
㈪
~
５
月
10
日
㈰

●
申
込
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
参
加

申
込
書

●
参
加
条
件

18
歳
以
上
で
狩
猟
免
許
を
所
持

し
て
い
な
い
こ
と

●
参
加
費　

無
料

問
大
分
県
森
と
の
共
生
推
進
室

　

森
林
環
境
保
護
班

　

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

３
８
７
６

大
分
南
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
よ
り
、
令
和
８

年
４
月
１
日
か
ら
自
転
車
の
交
通
違
反
に
対
し

て
も
交
通
反
則
通
告
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
16
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
、
な
が
ら
ス
マ

ホ
な
ど
の
違
反
を
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

身
近
な
乗
り
物
だ
か
ら
こ
そ
、
必
要
な
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
て
、
安
全
に
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

問
大
分
南
警
察
署　

　

☎
０
９
７

－

５
４
２

－

２
１
３
１

令
和
８
年

第
７
回
由
布
市
美
術
協
会

写
真
部
会
公
募
展

●
開
催
期
間　

６
月
１
日
㈪
~
７
日
㈰

●
場
所　

は
さ
ま
未
来
館　

３
階
ロ
ビ
ー

●
応
募
期
間　

３
月
20
日
㈮
~
５
月
20
日
㈬

※
応
募
要
項
は
市
役
所
、
は
さ
ま
未
来
館
な
ど

に
置
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
由
布
市
美
術
協
会
写
真
部
会
事
務
局

　

☎
０
９
０

－

９
４
０
９

－

２
４
１
５

お
知
ら
せ

由
布
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
員
・

指
導
員
の
募
集
の
お
知
ら
せ

　

市
内
の
小
学
校
４
年
生
か
ら
中
学
校
２
年
生

ま
で
を
対
象
に
、
科
学
的
な
興
味
や
関
心
を
探

求
す
る
場
を
提
供
し
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
発

明
や
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
モ
ノ
を
作
る

喜
び
を
体
験
し
、
考
え
る
力
や
工
夫
す
る
力
を

育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

●
期
間

５
月
~
令
和
９
年
２
月
（
月
１
回
程

度
）

※
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
時
間　

第
３
日
曜
日
の
午
前
９
時
~
正
午

（
活
動
内
容
に
よ
り
変
更
有
）

●
会
費　

６
，
０
０
０
円
／
年

●
場
所　

庄
内
公
民
館

●
募
集
人
数　

20
人

※
定
員
数
を
超
え
た
場
合
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
方
法

申
込
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

４
月
22
日
㈬

※
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活
動
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
指
導
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
性

別
・
年
齢
・
指
導
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
！
子

ど
も
た
ち
の
成
長
の
手
助
け
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
‼

問
由
布
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
社

会
教
育
課
内
）

　

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
２
０
３

▲申込専用
　フォーム

▲おんせん県
　おおいた
　湯～チャリ
　トレーニング

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

大
分
県
中
部
保
健
所
由
布
保
健
部
で
は
、
精

神
科
医
師
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
内
容

精
神
保
健
医
療
福
祉
に
関
す
る
相
談
、

認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談

●
日
時　

４
月
21
日
㈫　

午
後
２
時
~
４
時

●
場
所　

大
分
県
中
部
保
健
所
由
布
保
健
部

※
前
日
ま
で
に
要
電
話
予
約

問
・
先
込
申

　

大
分
県
中
部
保
健
所
由
布
保
健
部　

　

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

０
６
６
０

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会
に

つ
い
て

　

事
故
や
急
病
の
時
に
役
立
つ
正
し
い
応
急
手

当
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。
実
技
を
中
心
と
し
た

内
容
で
す
。
本
講
習
修
了
者
は
「
救
急
法
救
急

員
養
成
講
習
会
」
を
受
講
で
き
ま
す
。

●
日
時　

５
月
20
日
㈬　

午
後
１
時
~
５
時

●
場
所　

日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部

●
対
象　

15
歳
以
上

●
講
習
料　

１
，
５
０
０
円

問
・
先
込
申

　

日
赤
大
分
県
支
部

　

☎
０
９
７

－

５
３
４

－

２
２
３
７

狩
猟
を
始
め
る
た
め
の

「
令
和
８
年
度
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
狩
猟
免
許
を
取
得
し
よ
う
と
す
る

方
を
対
象
に
、
狩
猟
の
魅
力
や
基
礎
知
識
の
講

義
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
狩
猟
体
験
を
内

容
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

　

（
１
回
目
）

　

５
月
30
日
㈯　

午
前
９
時
~
正
午

　

大
分
県
庁
舎
本
館
２
階　

正
庁
ホ
ー
ル

　

（
２
回
目
）

「
く
ら
し
に
役
立
つ
お
天
気
講
座
」

参
加
者
募
集
中
‼

　

「
自
然
の
や
さ
し
さ
怖
さ
」
を
知
り
災
害
へ

の
備
え
を
！

　

季
節
の
話
題
、
天
気
予
報
や
防
災
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
、
笑
い
を
交
え
て
お
話
を
し
て

く
れ
ま
す
。
郊
外
学
習
も
あ
り
ま
す
よ
。
楽
し

く
学
習
し
て
、
く
ら
し
と
減
災
に
役
立
て
ま

し
ょ
う
♪
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
日
程

６
月
９
日
㈫
、
７
月
14
日
㈫
、
８
月

18
日
㈫
、
９
月
８
日
㈫　

10
月
13
日
㈫
、
11

月
10
日
㈫
、
12
月
８
日
㈫
（
全
7
回
）

●
時
間

午
前
10
時
~
11
時
30
分

●
場
所　

ゆ
ふ
い
ん
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル

●
受
講
料　

２
，
０
０
０
円
（
年
間
分
）

※
１
回
目
に
徴
収
し
ま
す
。

●
対
象
者　

由
布
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

●
定
員　

20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
講
師　

気
象
予
報
士　

花
宮　

廣
務
氏

●
申
込
方
法

申
込
専
用
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
湯

布
院
公
民
館
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

５
月
17
日
㈰

問
・
先
込
申

　

湯
布
院
公
民
館　

　

☎
０
９
７
７

－

８
４

－

２
６
０
４

寿
大
学
の
受
講
生
募
集
に
つ
い
て

　

挾
間
公
民
館
で
は
、
令
和
8
年
度
の
高
齢
者

学
級
「
寿
大
学
」
の
受
講
生
・
運
営
委
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
運
営
委
員
は
寿
大
学
の
授
業

内
容
や
企
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

●
日
時　

年
６
回　

奇
数
月
の
第
３
木
曜
日

　

午
前
10
時
~
11
時
30
分

●
内
容

令
和
7
年
度
は
消
費
生
活
・
防
災
・

人
権
講
話
、
映
画
鑑
賞
、
修
学
旅
行　

な
ど

●
入
学
資
格

挾
間
町
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

●
学
級
費

１
，
０
０
０
円
（
修
学
旅
行
は
、

別
途
参
加
費
が
必
要
で
す
。
）

●
申
込
方
法

挾
間
公
民
館
（
は
さ
ま
未
来

館
）
３
階
窓
口
に
学
級
費
を
添
え
て
直
接
申

し
込
む
か
、
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

４
月
22
日
㈬

※
期
日
を
過
ぎ
て
も
随
時
受
付
を
行
い
ま
す
。

問
・
先
込
申

　

挾
間
公
民
館　

　

☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
８

令
和
8
年
度
川
西
地
区
公
民
館

主
催
教
室　
生
徒
募
集
に
つ
い
て

●
実
施
教
室

①
竹
か
ご
づ
く
り
教
室　

15
人
程
度

　

５
月
~
12
月
の
火
曜
日
（
全
15
回
）

　

午
前
９
時
~
午
後
３
時

②
生
け
花
教
室　

10
人
程
度

５
月
~
令
和
9
年
３
月
の
土
曜
日
（
全
13
回
）

　

午
後
３
時
30
分
~
４
時
30
分

③
陶
芸
入
門
教
室
︻
前
期
︼　

定
員
10
人

　

５
月
~
９
月
の
木
曜
日
（
全
14
回
）

　

午
後
１
時
~
４
時

④
民
踊
教
室　

10
人
程
度

　

５
月
~
12
月
の
金
曜
日
（
全
13
回
）

　

午
前
９
時
30
分
~
11
時
30
分

●
受
講
料　

３
，
０
０
０
円
（
全
教
室
）

●
参
加
条
件

由
布
市
内
在
住
者
も
し
く
は
勤

務
地
が
由
布
市
内
の
方

●
申
込
期
限　

４
月
30
日
㈭

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

※
別
途
、
材
料
費
・
保
険
料
・
運
営
費
な
ど
が

か
か
り
ま
す
。

※
入
講
希
望
者
が
５
人
に
満
た
な
い
場
合
は
原

則
開
講
し
ま
せ
ん
。

問
・
先
込
申

　

川
西
地
区
公
民
館

　

平
日　

午
前
９
時
~
午
後
５
時

　

☎
０
９
７
７

－

８
４

－

５
０
２
２

インフォメーションく ら し

　由布市では、地域活動の維持・向上を図るため、まちづくり・地域活性の核となる人材育成を行っています。その
一環として、中・高校生を対象とした青少年リーダーの育成の中で、地域での活動や各種研修会への参加を通し、積
極的に取り組む力やグループをまとめる力をつけるための支援を行っています。令和６年度には、３地域で活躍する
青少年リーダーを対象とした「由布市ジュニアリーダースクラブ」が発足し、地域ごとの活動を始め、由布市全体で
の活動など、さまざまな体験活動に取り組んでいます。また、学校の部活動などを行っている方でも、無理のない範
囲で参加することができます。地域での学びや交流、ボランティアなどの体験活動に興味のある方は、ぜひお申し込
みください。

青少年リーダー（ジュニアリーダー）の募集について

▲申込専用
　フォーム

「
由
布
の
魅
力
を
発
信
で
き
る

「
由
布
の
魅
力
を
発
信
で
き
る

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
す
る

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
す
る

自
立
し
た
〝
由
布
の
人
〞
づ
く
り
」

自
立
し
た
〝
由
布
の
人
〞
づ
く
り
」

　

清
々
し
い
春
の
息
吹
を
感
じ
る
な
か
、
由
布
市
内
の
幼
稚

園
、
保
育
園
、
こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
、
そ
し
て
由
布
高

校
の
入
園
・
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
新
入
生
の
皆
さ

ん
の
新
た
な
門
出
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

由
布
市
で
は
今
年
度
も
「
由
布
市
型
人
材
育
成
教
育
の
推

進
」
を
重
点
施
策
の
一
つ
に
掲
げ
、
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
3
つ
の
柱
を
軸
に
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
多
角
的
に
支
援
し
ま
す
。

●
校
種
間
連
携
の
充
実

　

園
か
ら
小
・
中
・
高
校
へ
と
続
く
教
育
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
各
校
種
間
の
接
続
に
お
い
て
一
層
連
携
を
深
め
る

こ
と
で
、
一
貫
し
た
成
長
を
促
し
ま
す
。

●
「
由
布
学
」
を
通
し
た
「
情
報
活
用
能
力
」
の
育
成

　

幼
稚
園
教
育
、
生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
（
探
究
）
の
時

間
な
ど
を
中
心
に
、
地
域
の
「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」
を
題

材
に
し
た
学
び
を
展
開
し
ま
す
。
郷
土
へ
の
愛
着
を
育
み
つ

つ
、
情
報
を
主
体
的
に
活
用
す
る
力
を
養
い
ま
す
。

●
外
国
語
教
育
の
充
実

　

市
内
の
小
中
学
校
へ
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
配

置
し
、
子
ど
も
た
ち
が
意
欲
的
に
英
語
を
学
べ
る
環
境
を
整

え
ま
す
。
ま
た
、
中
学
3
年
生
と
由
布
高
生
を
対
象
に
、
英

語
技
能
検
定
の
受
験
料
補
助
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
由
布
市
の
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
が
、
予
測
で
き
な
い
未
来
に
向
け
、
自
ら
社
会
を

創
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
に
必

要
な
力
を
多
面
的
に
捉
え
、
総
合
的
に
育
む
こ
と
を
め
ざ
し

て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
教
育
活
動
へ
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
由
布
市
人
材
育
成
教
育
」
に
つ
い
て
ご
意
見
、
情
報
提
供

な
ど
が
あ
れ
ば
、
由
布
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
☎

０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
７
９
）
ま
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
　
由
布
市
人
材
育
成
教
育
61

▲挾間地域
（中・高校生対象）

「挾間ジュニアリーダー」

▲庄内地域
（中・高校生対象）

「庄内ジュニアリーダー」

▲湯布院地域
（高校生対象）

「湯布院リーダースクール」

▲湯布院地域
（中学生対象）

「ちょぼらクラブ」

▲体験活動の支援
　（レク活動）

▲２４時間テレビ
　チャリティー募金活動

▲二十歳のつどい支援

活動風景（由布市ジュニアリーダースクラブ）
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　 農業サポーター

　 農業サポーター

　 農業サポーター

　 農業サポーター

　 農業サポーター

　 農業サポーター

木木ゆ

ふ

ゆ

ふ綿綿
の
山
通
信

の
山
通
信

●
問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
７
–
５
８
２
–
１
２
０
３

　
今
回
は
市
重
要
文
化
財
、
朴
木
旧
庄
屋

高
札
の
紹
介
で
す
。

　
江
戸
時
代
、
幕
府
や
藩
は
さ
ま
ざ
ま
な

規
則
の
制
定
や
通
達
を
行
い
ま
し
た
が
、

そ
の
伝
達
方
法
が
、
「
高
札
（
読
み
・
こ

う
さ
つ
又
は
た
か
ふ
だ
）
」
と
呼
ば
れ
る

板
に
情
報
を
書
き
込
み
、
掲
げ
る
と
い
う

方
法
で
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
高
札
は
、
朴
木
村
庄
屋
で

あ
っ
た
平
野
家
に
伝
わ
る
も
の
で
す
。

　
文
面
に
は
天
和
２
（
１
６
８
２
）
年
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
代
は
徳
川

綱
吉
が
将
軍
を
務
め
た
時
代
で
、
政
情
も

安
定
し
庶
民
も
平
和
に
慣
れ
て
き
た
頃
で

あ
り
、
江
戸
文
化
の
代
名
詞
と
も
い
え
る

元
禄
文
化
が
花
開
く
直
前
に
あ
た
り
ま
す
。

　
ま
た
、
商
人
が
力
を
つ
け
始
め
た
頃
に

も
あ
た
り
、
庶
民
に
も
贅
沢
が
浸
透
し
つ

つ
あ
る
時
代
背
景
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
幕
府
は
庶
民
の
生
活
を
戒

め
、
質
素
倹
約
を
奨
励
し
、
人
心
の
引
き

締
め
を
図
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
全
国
に

次
の
よ
う
な
高
札
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
忠
孝
を
励
み
、
夫
婦
兄
弟
仲
良

　
　
く
、
召
使
に
も
憐
み
を
も
っ
て

　
　
接
す
る
こ
と
。
も
し
、
不
忠
不
幸

　
　
の
も
の
が
あ
れ
ば
重
罪
と
す
る
。

一
、
万
事
贅
沢
を
し
て
は
い
け
な
い
。

　
　
家
屋
の
建
設
、
衣
服
、
飲
食
に
い

　
　
た
る
ま
で
倹
約
を
守
る
こ
と
。

一
、
悪
心
で
嘘
を
つ
い
た
り
、
欲
の
た

　
　
め
に
人
を
害
し
て
は
い
け
な
い
。

　
　
一
生
懸
命
家
業
に
励
む
こ
と
。

一
、
盗
賊
や
悪
党
が
い
た
ら
訴
え
る
こ

　
　
と
。
必
ず
褒
美
が
下
さ
れ
る
よ

　
　
う
。
賭
博
は
固
く
禁
じ
る
。

一
、
喧
嘩
口
論
は
や
め
さ
せ
る
こ
と
。

　
　
み
だ
り
に
喧
嘩
場
に
出
向
い
た

　
　
り
、
怪
我
を
し
た
も
の
を
か
く
ま

　
　
っ
て
は
い
け
な
い
。

一
、
死
罪
が
行
わ
れ
る
時
は
、
命
令
さ

　
　
れ
た
も
の
以
外
は
集
ま
っ
て
は
い

　
　
け
な
い
。

一
、
人
身
売
買
は
固
く
禁
止
す
る
。
あ

　
　
わ
せ
て
、
年
季
で
召
し
使
っ
て
い

　
　
る
下
人
は
男
女
と
も
に
10
年
以

　
　
内
と
す
る
。

　
右
の
取
り
決
め
に
違
反
す
る
者
は

　
厳
し
い
処
罰
を
下
す
こ
と
と
さ
れ

　
た
の
で
、
通
達
す
る
。

　
一
見
す
る
と
、
内
容
的
に
は
道
徳
的
な

も
の
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
幕
府
は
、

贅
沢
に
よ
り
堕
落
し
悪
事
を
働
く
者
が
出

な
い
よ
う
、
人
心
の
引
き
締
め
を
図
っ
た

も
の
と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
高
札
は
、
由
布
市
歴
史
民
俗
資
料

館
に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

※
開
館
日
・
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
除
く
）

人　
　口

編集後記
▶広報担当になって気づけば２年が経ちました。この春、共に
紙面づくりを支えてくれた後輩が異動し、少し心細さもありま
すが、その分これまで以上に「わかりやすく、読みやすい」広
報紙づくりに力を注いでいきたいと思います。新年度もどうぞ
よろしくお願いいたします。（え）
▶今月号をもって広報担当を去ることとなりました。広報担当
を経験し、由布市のより多くの魅力に気づかされました。今後
とも市報を通じて、地域のイベントや市政に少しでも興味を持っ
ていただければ嬉しいです。３年間、ご愛読ありがとうござい
ました。これからも、市報ゆふをよろしくお願いいたします。（か）

無料
相談 由布市無料相談のお知らせ
【行政相談】担当：行政相談委員
困ったら１人で悩まず行政相談
　本庁舎　　　５月１３日㈬ 午前 　９時～11時
　挾間庁舎　　５月２０日㈬ 午前 　９時～11時

ゆふいんラックホール ５月　７日㈭ 午前 　９時～11時
【不動産相談】担当：宅地建物取引士
土地の境界など、不動産全般に関すること（電話相談可能）
　本庁舎　　　５月１１日㈪ 午後１時～３時

【司法書士市民相談】担当：司法書士（要予約）
不動産登記、相続、金銭トラブルなどの法律相談
　本庁舎　　　５月２０日㈬ 午後１時３０分～４時
　挾間庁舎　　５月１２日㈫ 午後１時３０分～４時

ゆふいんラックホール ５月は開催されません。
※２日前までの事前予約があった場合のみ開催します。

相談を希望する場合は必ず予約をするようご注意ください。
※予約の受付は会場ごとに行っています。本庁舎は総務課、

挾間庁舎・ゆふいんラックホールは各地域振興課へ予約を
お願いします。

【行政書士市民相談】担当：行政書士（要予約）
遺言相談、農地、温泉、成年後見などのお悩みごと
　本庁舎　　　５月　８日㈮ 午後１時～３時
　挾間庁舎　　５月１５日㈮ 午後１時～３時

ゆふいんラックホール　５月　１日㈮ 午後１時～３時
※２日前までの事前予約があった場合のみ開催します。

相談を希望する場合は必ず予約をするようご注意ください。
※  予約の受付は会場ごとに行っています。本庁舎は総務課、

挾間庁舎・ゆふいんラックホールは各地域振興課へ予約を
お願いします。

エ　
　コ 大分エコライフプラザ情報

防　
　災 防災ラジオの起動試験のお知らせ

　由布市防災ラジオの受信状況や動作確認を行うため、
起動試験放送を兼ねて実施します。防災ラジオの電源の
確認と、受信状態の確認をお願いします。
●放送内容の確認
　☎０９７－５８２－１３５０（自動音声）
問防災危機管理課
　☎０９７－５８２－１１４０

４月１６日㈭　午後４時５分

問総 務 課 総 務 係　☎ 0 9 7 – 5 8 2 – 1 1 1 2
　挾間振興局地域振興課　☎ 0 9 7 – 5 8 3 – 1 1 1 1
　湯布院振興局地域振興課　☎ 0 9 7 7 – 8 4 – 3 1 1 1

国民
年金 おしえて！国民年金国民
年金 おしえて！国民年金

※当面の間、市役所での公証人無料相談会は休止します。  
再開しましたら、市報を通じてお知らせします。公証人

相談を希望の方は、直接合同役場へお電話ください。
遺言、任意後見、離婚給付、債務弁済などの公正証書の相談

大 分 公 証 人 合 同 役 場 ☎ 0 9 7 – 5 3 5 – 0 8 8 8

 公証人無料相談会 

ひとの動きひとの動き

● 「とっかえほん（絵本の交換）」を実施しています
　  小学校低学年（２年生）までの方を対象に、家庭で不要に

なった絵本と「大分エコライフプラザ」で用意した絵本を
交換できます。詳細についてはお問い合わせください。

●再生家具・自転車の無料抽選（事務局抽選）
　申込期間　４月２５日㈯～５月３日㈰正午
※  ４月２７日㈪は開催されません。
　なお、当選の方には、電話でご連絡します。
●  フリーマーケット・かえっこバザールについて
　出店希望の方は毎月、前月の１５日までにお申し込みくだ
さい。
　次回開催日　５月３日㈰
問大分エコライフプラザ　☎ ０ ９ ７ – ５ ８ ８ – １ ４ １ ０

春
夏
野
菜
を
植
え
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
時
期
に
植
え
る
野
菜
は
最
低

気
温
10
℃
以
上
、
地
温
15
℃
以
上
が

必
要
で
す
。
慌
て
な
い
で
く
だ
さ
い
、
４
月
上
中
旬
は
ま
だ
早
い
で
す
。
遅
霜

な
ど
の
低
温
に
遭
う
と
植
え
直
し
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
４
月
下
旬
か
ら

５
月
上
旬
に
な
る
と
こ
の
条
件
を
満
た
し
ま
す
。
肥
料
、
石
灰
は
あ
ら
か
じ
め

施
し
て
お
き
ま
す
。直
前
の
投
入
は
根
を
傷
め
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
避
け
ま
し
ょ

う
。
特
に
有
機
物
肥
料
の
鶏
糞
や
油
粕
、
ぼ
か
し
肥
料
な
ど
は
醗
酵
熱
が
で
る

の
で
根
を
焼
き
ま
す
。
石
灰
類
は
有
機
石
灰
な
ら
ば
直
前
で
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

１
週
間
前
に
す
べ
て
投
入
し
準
備
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。
定
植
す
る
苗
に
は

し
っ
か
り
水
を
や
り
、
根
回
り
の
土
が
落
ち
な
い
よ
う
に
し
て
植
え
傷
み
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

植
え
る
苗
の
大
き
さ

●
ト
マ
ト

　

つ
ぼ
み
が
見
え
る
苗
が
良
い
で
す
。
葉
が
５
、６
枚
の
若
苗
を
植
え
る
と
吸

肥
力
が
強
す
ぎ
て
初
期
成
育
中
に
樹
勢
が
強
く
な
り
着
果
が
悪
く
な
り
ま
す
。

一
番
花
が
咲
く
頃
が
最
適
で
す
。
若
苗
を
購
入
し
た
場
合
は
花
が
咲
く
ま
で
植

え
ず
に
軒
先
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
ナ
ス

　

本
葉
５
、６
枚
の
若
苗
を
植
え
る
と
１
番
花
の
付
き
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
つ
ぼ
み
が
付
い
て
膨
ら
み
始
め
た
頃
が
適
期
で
す
。
逆
に
１
番
花
が
咲

き
終
わ
っ
た
苗
は
老
化
苗
で
活
着
不
良
を
起
こ
す
の
で
液
肥
を
与
え
樹
勢
の
回

復
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
キ
ュ
ウ
リ

　

ト
マ
ト
や
ナ
ス
と
違
い
若
苗
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
本
葉
４
枚
程
度
の
苗
の
方

が
活
着
が
よ
く
初
期
生
育
も
よ
く
な
り
ま
す
。
本
葉
が
８
枚
以
上
の
老
化
苗
は

定
植
後
に
液
肥
か
葉
面
散
布
な
ど
で
樹
勢
回
復
さ
せ
勢
い
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
ピ
ー
マ
ン

　

若
苗
を
定
植
す
る
と
一
番
花
の
付
き
が
遅
れ
ま
す
。
つ
ぼ
み
が
見
え
る
苗
を

購
入
し
ま
し
ょ
う
。
若
苗
を
購
入
し
た
場
合
は
一
番
花
の
つ
ぼ
み
が
付
く
ま
で

育
苗
し
て
か
ら
定
植
し
ま
す
。
つ
ぼ
み
が
付
い
て
い
な
い
苗
の
定
植
は
過
繁
茂

に
な
り
ま
す
。
逆
に
小
さ
い
実
が
付
い
て
い
る
よ
う
な
苗
は
定
植
し
て
も
な
か

な
か
生
育
し
ま
せ
ん
。
実
を
落
と
し
て
定
植
し
ま
し
ょ
う
。

●
ス
イ
カ
、
オ
ク
ラ
、
ゴ
ー
ヤ
、
メ
ロ
ン
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

　

５
月
中
旬
以
降
に
植
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
高
温
を
好
む
性
質
で
す
か

ら
気
温
に
敏
感
で
す
。
路
地
に
早
く
植
え
て
も
生
育
し
ま
せ
ん
。
ト
ン
ネ
ル
や

保
温
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
マ
ル
チ
で
地
温
を
上
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

朝
晩
の
最
低
気
温
は
15
℃
以
上
に
な
っ
て
か
ら
定
植
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

農
政
課　

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
２
９
３

「令和８年度
国民年金保険料について」

税　
　金 今月の税／料

●固定資産税・・・１期分

●入湯税・・・・・３月分

納期限　令和８年４月３０日㈭

総人口  33,444人（－8）
世帯数  16,503戸（+63）

３月３１日現在 （　 ）は前月比

男  16,028人（－24）
女  17,416人（ + 16）

　令和８年度の国民年金保険料は月額１７，９２０円
です。
　納付書・口座振替・クレジットカード納付・電子
納付（ペイジー、インターネットバンキング、スマー
トフォン決済など）で納めることができます。保険
料は納付期限までに納めましょう。
　国民年金保険料の前納をすると、納付方法、前納
の期間により割引があり大変お得です。

６ヵ月分保険料 １年分保険料 ２年分保険料

毎月納付 107,520円 215,040円 434,520円

現金・
クレジット

カード
納付

106,650円 211,220円 418,510円

割引額
870円

割引額
3,820円

割引額
16,010円

口座振替
106,300円 210,530円 417,150円

割引額
1,220円

割引額
4,510円

割引額
17,370円

問大分年金事務所
　☎０９７－５５２－１２１１
※  自動音声案内に従って番号を押してく

ださい。
　操作方法またはお問い合わせ先がご不
明な時は、そのままお待ちください。

▲日本年金機構
　ホームページ
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岩
いわ　した

下 新
あらた

くん
令和５年４月４日　挾間町下市

山
やまむ ら

村 奏
か な と

人くん
令和６年４月３日　挾間町古野

奥
おくむ ら

村 陽
ひ な

凪ちゃん
令和７年４月２２日　湯布院町川北

矢
や の

野 晃
こ う き

希くん
令和６年４月６日　挾間町挾間

金
か な い

井 善
さ ら

愛ちゃん
令和７年４月５日　挾間町挾間

後
ご と う

藤 葵
き は る

晴くん
令和７年４月５日　挾間町古野

あなたの生まれた大切な日
H a p p y  B i r t h d a y

　掲載希望の保護者の方は、電話（総務課 ☎
０ ９ ７ － ５ ８ ２ － １ １ １ ２ ）またはホーム
ページでお申し込みください。対象は３歳以下
で、過去に掲載されたことがない方（先着順）。
　申込締切：５月生まれ４月１６日㈭
　　　　　　６月生まれ５月２０日㈬

市報ゆふ▲
お誕生日コーナー　
申し込みフォーム　

健康立市 みんなであいさつ“にこにこ笑顔”

市報ゆふではユニバーサルデザイン書体
（UD書体）を使用しています。

市報ゆふではＱＲコードを使用しています。
ＱＲコードは（株）デンソーウェーブの商標登録です。

変 更 便

コース名
（スクールバス） 始発バス停

発車時刻
変更前 変更後５／８㈮

シャトルコース
（石城コース） 庄内庁舎 16：33 ⇒ 12：53

〔コミュニティバス〕総合政策課
　　　　　　　　☎０９７−５８２−１１５８
〔スクールバス〕教育総務課
　　　　　　　　☎０９７−５８２−１１７７

問い合わせ

　中学校行事に伴い、スクール
バス復路便の時間を変更して運
行するため、次の便は運休および変更となります。ご利用
の際はお間違えのないようご利用ください。

休日当番医
■ 内科・外科医
４ / １９ (挾)さとう消化器･大腸肛門クリニック 097-583-8050
４ / ２６ (挾)ひろたクリニック 097-583-5777
４ / ２９ (湯) 岩男医院 0977-84-3101
５ / ３ (湯) 秋吉医院 0977-86-2241

健康カレンダー
■ 挾間
４ / ３０ ㈭ 乳児後期相談会 挾 間 健 康 セ ン タ ー
５ / １ ３ ㈬ ３歳児健診 挾 間 健 康 セ ン タ ー
５ / １ ４ ㈭ １歳６ヵ月児健診 挾 間 健 康 セ ン タ ー

■ 湯布院
４ / 2 7 ㈪ 乳児後期相談会 ゆふいんラックホール

■ 庄内
５ / 　 １ ㈮ 幼児健診 庄 内 保 健 セ ン タ ー

（９：３０～１１：３０　挾間健康センター）ちびっこ広場
４月１７日㈮　読み聞かせ
５月　１日㈮　ちびっこ広場開放日

頑張れ！ヴェルスパ大分！

金崎夢生が金崎夢生が２２発！ヴェルスパ大分、開幕戦を完勝で飾る発！ヴェルスパ大分、開幕戦を完勝で飾る

▶Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。 https://verspah.jp

▲ヴェルスパ大分
　Facebook

▶４月１１日㈯
　沖縄ＳＶ
　クラサＡ 
　１３：００キックオフ

▶４月１８日㈯
　ＦＣティアモ枚方 
　たまりく 　
　１３：００キックオフ

▶５月　３日㈰　
　ミネベアミツミＦＣ
　宮崎県 　
　１３：００キックオフ

▶５月１６日㈯
ヴィアティン三重
　クラサＡ 
　１３：００キックオフ

今後の試合日程

５ / ４ (湯) ゆずの木クリニック 0977-85-4625
５ / ５ (挾) 川崎内科 097-583-5211
５ / ６ (湯) 南由布クリニック 0977-85-5245
５ / １０ (湯) 日野病院 0977-84-2181

　３月２０日、ＪＦＬ　ＣＵＰ西グループ開幕戦で、ヴェルスパ大分はＦＣマルヤス
岡崎に２－０で勝利しました。前半３７分、金崎夢生選手がＰＫを落ち着いて決めて
先制します。続く３９分には左サイドからのクロスに反応した金崎選手が、こぼれ球
を素早く右足で押し込み、この日２点目を挙げました。後半は守備陣が集中した対応
を続け、相手に決定機を与えず無失点で試合を締めました。金崎選手の２得点がチー
ムを白星発進へ導きました。次の試合も勝利を目ざして頑張れヴェルスパ！
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